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　〔PBLの風と土　第35回〕 

　隣で＜これ何ですかね…＞と言ってたら 

　　山口 洋典（立命館大学共通教育推進機構教授・立命館大学サービスラーニングセンター長） 

【前回までのおさらい】 
　筆者は2017年度にデンマークのオールボー大学（AAU）で学外研究の機会を得ました。AAUでは1974年の開
学当初から全学でのPBL（Problem-Based Learning）の導入で知られており、現地から本連載を始めました。 
　連載2年目はアイルランドで刊行されたPBLの書籍をもとにAAU以外での知見を紐解きました。連載3年目から
はサービス・ラーニングとの比較を重ね、4年目はコロナ禍での立命館大学の科目への影響を、5年目からは米国
での大学・地域連携の教育に関わる理論を解題し、8年目からは再び筆者の教育実践を紹介中です。 

1．「これ」と「アレ」のあいだ 
　しばしば、「これ」は何かと問われる場面に
身を置くことがある。好奇心が旺盛と言えば聞
こえはよいが、対話の幅を広げることへの関心
が高いため、直接問われていない場面でも周囲
の会話に入り込み、「それはね…」とつい言葉
を重ねてしまうこともある。しかし、この夏、
学生と訪れたレストランでの夕食の際、「こ
れ、何の肉ですかね…」という呟きを耳にした
とき、とっさにどう返すべきか戸惑った。最初
に浮かんだ返答は「見てわからないなら、食べ
てみたら？」であったが、そもそもなぜそれが
気になるのかという点が気にかかり、「アレル
ギーがあるの？」などと踏み込んで尋ねれば、
かえって答えにくい問いを突きつけることにな
るのではないか、と案じたのである。 
　「これは何の肉か？」という問いには、宗教や
文化の違いから「自分が何を口にするのか」を慎
重に確かめたい場合も含まれる。しかし、この場

面は「肉」か「魚」を選ぶ「おまかせ定食」にお
いて、単に「肉とは何の肉なのか」という素朴な
疑問が生じただけのようであった。遠目には照り
焼きのように見えたので「おそらく鶏かな？」と
答えたが、よく見ると生姜焼きのようでもあり、
「もしかしたら豚かもしれない」と言葉を重ね
た。筆者は魚を選び、提供された鯖の味噌煮であ
ることは見た目からも味覚からも明らかであった
が、肉を選んだ学生は「最後までわからなかっ
た」という結果となり、いわば正体が判然としな
い一皿を前にすることになった。 
　社会心理学、なかでもグループ・ダイナミック
スを専門とする筆者にとって、「これ」が何であ
るかを説明できるということは重要なテーマの一
つである。杉万（2013）によれば、「これ」が
何かを認識しているとは、「場所的・時間的・特
個的なコレが、超場所的・超時間的・普遍的な
意味として現前する」（p.123）ことである 。1
すなわち、われわれが目の前の対象を説明できる
とき、その物理的性質だけでなく意味的側面も
あわせて理解している。したがって、「これ」を
「あれ」あるいは「別の何か」との共通性や異
質性をもとに区別し、時に関連づけながら特徴
を説明することが可能となるのである。 
　前回の連載の結語で筆者は、「日常の実践の
なかでふと立ち上がる素朴な疑問が、どのよう
に学びの出発点となるのか」に触れつつ、「探
究の大切さに焦点を充てる」と記した。例えば
筆者は「この肉」が何の肉かを知りたいという
学生の関心に対して、日頃からコンビニエンス
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写真1：ホテルでの「おまかせ定食」の様子 
（筆者撮影、2025年8月20日、一部トリミング）



対人援助学マガジン63号　第17巻3号「PBLの風と土：(35)隣で＜これ何ですかね…＞と言ってたら」

ストアやファミリーレストランなどの食事が主
となり、提供されるメニューから選ぶ習慣が定
着しているため、むしろ食材そのものの目利き
ができていないのではないか、といった想像を
巡らせる。このように、食べ物の一つの疑問か
らでも生活や自己のあり方に関わる問いへと昇
華できるとともに、そうした問いを掘り下げる
プロセスが具体的な体験としてさらなる学びと
成長の手がかりとなる。そこで今回は、本連載
の第32回で概略のみ示した立命館大学のサービ
スラーニング科目「現代社会のフィールドワー
ク」を事例に取り上げ、「これ」が何かを意味
の側面まで説明できるようになることの意義に
ついて検討していく。 

2．キュレーションメディアから離れる 
　今回取り上げる「現代社会のフィールドワー
ク」は、立命館大学の教養教育カリキュラム改
革を契機として2012年に開講された科目であ
る。フィールドワークは厳密には研究法の一つ
であるが、それを参加型学習の教育法に組み込
み、80名規模の授業として設計した。開講当初
は2名の教員が2キャンパス（衣笠キャンパス、
びわこ・くさつキャンパス）で担当していた
が、2015年の大阪いばらきキャンパス開学を
経て3名体制となり、2025年度には4名で担当
している。到達目標は全クラスで共通としつ
つ、構成や内容は担当教員が工夫している。筆
者のクラスでは、2012年度から一貫して授業
の導入部において、「『複雑に入り組んだ現代
社会に鋭いメスを入れ、さまざまな謎や疑問を
徹底的に究明する』というフレーズはテレビの
中だけのものではなく、むしろ誰もが率先して
『問い』に向き合うための合い言葉として携え
てよい」と示している 。 2

　特に関西圏の文化に馴染みのある読者は、
ABCテレビ『探偵！ナイトスクープ』における
冒頭の口上がここに埋め込まれていることに気
づくだろう。この「謎や疑問を徹底的に究明す
る」ために、筆者は2012年度の初年度から
「まわしよみ新聞」と呼ばれるワークを導入し
てきた。これは、筆者が当時身を置いていた浄
土宗寺院「應典院」（大阪市天王寺区）におい
て、総合芸術文化祭「コモンズフェスタ」に実

行委員として参加していた陸奥賢さんが1998
年からの活動を背景に考案したものである。
2012年8月の企画会議で「新聞を使って遊ぼ
う」と持ち込まれたアイデアが端緒となり（ま
わしよみ新聞実行委員会, 2014）、複数回の試
行を経て、その手法が確立された（図1）。 
　筆者がこの「まわしよみ新聞」を授業に取り
入れた理由は、受講生にキュレーションされた
メディアから距離を取る体験を提供するためで
あった。一般にキュレーション（curation）は芸
術作品の収集・選定に携わる専門職（curator）
に由来するが、この概念は現在、インターネット
上の情報の整理・選別にも転用され、メディア
リテラシーの観点でも用いられている（例えば、
中橋, 2017）。スマートフォンでの情報収集が
日常化している大学生にとって、ブラウザの
キャッシュやCookie、アカウントに紐づいたメ
タデータに基づき、ユーザーに「賢く」情報が
提示される状況は便利である反面、情報の取捨
選択や信頼性判断を自ら行わずに、受動的な情
報消費者、場合によってはフェイクニュースの
再生産者となる危険性を孕んでいる。 
　そこで筆者は、受講生が持参した新聞を「ま
わし読み」し、興味記事を切り抜き、壁新聞風
に再編集するという実践を通じて、キュレー
ションされたメディアとの距離感を調整する機
会を設けてきた。同じ日の同じ地域の新聞で
あっても、紙面構成や記事の論調、扱い方が異
なることを体験的に学ぶことができるためであ
る。コロナ禍で対面授業が制限された2020年
度には、受講生向けに「一人まわしよみ新聞」
の作り方を提示いただき、感染症法上の位置づ
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写真2：「まわしよみ新聞」の様子 
（筆者撮影、2012年11月13日、立命館大学衣笠キャンパス）
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けが「5類」となった2023年度まで、対面・非
対面を問わず提供し続けた。仲間との「まわし
読み」でも、一人での「まわし読み」でも、複
数のメディアを単に「見る」のではなく「読
む」、さらには「読み込む」ことで、ポスト・
トゥルース時代におけるファクトチェックの意
義を実感できると伝えてきた。2024年度の受
講生から寄せられた感想には、「他のメンバー
の関心を知ることができ、貴重な体験だった」
（国際関係学部3回生）、「興味がなくても目

を引かれる記事が多く、それに巡り合えるのが
面白い」（文学部1回生）、「世の中の出来事
に切り込む力や知識を蓄えることの大切さを実
感した」（産業社会学部1回生）など、その意
義を示す内容が見られた。 

3．留学生の投稿記事でロールプレイ 
　筆者が担当する「現代社会のフィールドワー
ク」では、2013年度以降、考案者の陸奥さん
をゲストに招いて「まわしよみ新聞」を実施し
てきた。しかし2025年度は、筆者からの日程
調整が遅くなり、授業の開講日である火曜日に
立命館大学衣笠キャンパスへお越しいただくこ
とが叶わなかった 。そこで、冒頭で紹介した3

「これ、何ですか…」のエピソードが思い起こ
された。実はあの場面は、筆者が参加するJSPS
科研費22H00671のプロジェクト「多文化共生
を考える夏合宿 in 大崎」（2025年8月20日～
21日）での一コマであった 。その記憶から、4

「自らの想像力をどう磨くか」「新聞記事を別の
形で活用できないか」と考えるようになった。 
　JSPS科研費22H00671のテーマは、「理論と
実践の往還を通した越境的学びによる日本語教
師養成プログラムの開発と検証」である。筆者
は、市民性教育を重視した複数大学での科目設
置に向け、多文化サービス・ラーニングの開発
にアドバイジングを行ってきた。その過程で、
共同研究者である東北大学・澤邉裕子教授より、
河北新報の投書欄「留学生の視点」を活用した
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図1：「まわしよみ新聞」の作り方（陸奥賢さん提供、http://www.mawashiyomishinbun.info/about/にも解説あり）

■「一人まわしよみ新聞」の作り方 

①新聞を用意する。なるべく、いろんな新聞を読んでみよう。日付もいつでもかまいま

せん。古新聞でも可。またフリーペーパーも可とします。 

※五大新聞…読売、朝日、毎日、産経、日経 

※地方新聞…京都新聞、大阪日日新聞、神戸新聞など 

※スポーツ新聞…大阪スポーツ、デイリー、サンスポなど 

※業界新聞・機関紙…赤旗、聖教新聞、仏教タイムス、朝雲新聞、木材新聞など 

※フリーペーパー…市町村の広報誌、阪急沿線情報紙 TOKK、リビング京都など 

 

②いろんな新聞を読んでみて「面白いと思った記事」「なんとなく気になった記事」「な

んだこれは？と疑問に思った記事」「調べてみたいと思った記事」などを切り取ってく

ださい。広告やコラム、写真など何でも可です。また何枚、切り取っても構いません。

目安としては 3枚～5枚ほど。 

 

③切り取った新聞を A4用紙に張り付けて、自分だけのオリジナルの壁新聞を作りまし

ょう。そのさい必ず「新聞のタイトル」と「つぶやき（記事に対する感想）」を書き込

んでください。記事がたくさんあって A４用紙 1枚で記事が入りきらないときは、2枚

目、3枚目を使ってください。イラストや四コマ漫画、コラムなどを書いても構いませ

ん。新聞の編集長になった気持ちで「読者」を意識して作ってください。 

 

④作った「一人まわしよみ新聞」をスキャンしてデータを送ってください。 

図2：「一人まわしよみ新聞」の作り方 
（陸奥賢さん作成・提供、2020年10月1日作成）
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授業のアイデアを共有いただいた。そこで、立
命館大学での実施にあわせてタイムテーブルを検
討し（写真3）、2025年9月4日の紙面を入手し
た。そして、図3のワークシートを作成・配布
し、5名（最大6名）のグループワークとして実施
した。その結果は次ページの図5に示している 。 5

　今回のワークのポイントは、「他者になる」
体験を重視したことである。まず6名の留学生
が日本での生活で抱いた違和感、具体的には(A)
コンビニ周辺にゴミが散乱していた、(B)家族と
のビデオ通話でお米価格の高騰が話題になっ
た、(C)区役所では自分の名前を長いカタカナ表
記での手続きが求められた、(D)店内アナウン
スが頻繁に流れるために何が重要かわからな
かった、(E)エレベーター内が静かすぎて緊張し
た、(F)学食の揚げ物が多く栄養が偏ってしまい
そうだ、これらの投書をグループで「まわし読
み」する。その後、話題とする記事を一つ選
び、ワークシートに沿って(1)どんな場面か、(2)
留学生は何を発見したか、(3)何に疑問を抱いた
か、(4)どのような意見を述べているか、状況、
事実、感覚、提案の4つの観点を区別しながら
記事を要約する。さらに、多文化共生の観点か
ら何が問題となりうるのか、投稿者以外の環境
ともどう関係しているのか、そして「自分がも
しその場にいたらどうするか」を考える。これ
らをグループ内で擦り合わせ、最後に寸劇とし
て表現する、という流れでワークを行った。 

4．コレは何かよりアレとの関係を探究 
　このワークの本質は、市民性の涵養にある。本
連載第21回では、市民性教育を「専門性に対す
る幅広い知識・スキル・態度の習得を通じた模範
的な人格形成」と位置づけた。今回の実践では、
その模範的な人格形成を、留学生による新聞投稿
を手がかりとして、多文化社会の共創という観点
から捉え直した。図4で共有した受講生の省察は

長大であるが、「学生たちが地域の現場で違いを
越え互いを対等な仲間として思いやることのでき
る関係性を経験し、その関係性から見える社会を
想像すること」（澤邉ほか, 2025, p.45）ができ
ていたと読み取れる。事実、学生から寄せれた感
想のうち、積極的に共有を希望したものの中に
は、「五感で感じながら考えれば、もっと気づけ
ることがあるのではないかと思い、若干のもどか
しさを感じた」（産業社会学部2回生）や、「思
いやりの形が一面的になると、かえって他者を排
除することもあるのではないかと感じた」（文学
部1回生）といった記述が見られた。 
　一方で、学生らによる省察からは、これらの
ワークが単に成果物を作成する演習に留まらな
い学びの過程にあることが確認できる。切り抜
いた新聞記事を貼り付けて壁新聞風に再編集し
た四つ切り画用紙や、グループディスカッショ
ンで用いたワークシートなど、「成果物」その
ものを作ることが目的ではない。あくまで、物
の見方を豊かにすること、そして安易にイン
ターネットで「正解」を探すのではなく、謎や
疑問を徹底的に究明するフィールドワークを実
践することに目的がある。読み解きは、問いを
設定し、研ぎ澄ますための手段にすぎない。作
家・高橋源一郎は、『サンデー毎日』の連載「こ
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写真3：新聞記事でのロールプレイのタイムテーブル 
（筆者撮影、2012年10月7日、立命館大学衣笠キャンパス）

現代社会のフィールドワーク　第2回（学而館学GJ401）

新聞記事読み解きワークシート 

［　　］グループ　（参加者名： ）

1. 要約　【□(A)ごみ　□(B)お米　□(C)名前　□(D)アナウンス　□(E)静けさ　□(F)学食】

この記事は（ ）な人が以下の事を記した

2. 読み解き　【個人の問題、組織の問題、社会の動向の問題、誰の責任でもない問題を区別】
(1)この記事の中で問題になっていることは？

(2)それは社会全体にどう関係している？

(3)自分がその場にいたらどう感じ、どう行動するか？

3．ロールプレイ（寸劇）　【記事の状況をもとに、2～3分程度の会話を作って演じる】
例：ごみ→コンビニでゴミが散乱している場面を再現
お米→留学生が家族とビデオ通話で語っている場面を再現
名前→区役所での窓口対応を再現
アナウンス→よく行く店のアナウンス内容を再現
静けさ→エレベーターを乗って降りるまでの雰囲気を再現
学食→食堂で学生が「揚げ物ばかりですね」と友人に話す場面を再現

ポイントは、会話の中に「自分ならどう応答するか」「市民としてできる行動」を盛り込むこと！
その上で、「2. 読み解き」や「1. 要約」が適切にきているかを確認してみよう!!

場面
（状況）

発見
（事実）

疑問
（感覚）

意見
（提案）

2025.10.7　山口 洋典（立命館大学共通教育推進機構教授）　gucci@fc.ritsumei.ac.jp

10/21（第4回）のフィールドワーク先（行ってみたい場所、触れてみたい場面、見てみたい状況）の候補は?

図3：新聞記事読み解きワークシート（筆者作成）
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2025-10-14 (Tue)
山口 洋典 |  設定 |  ログアウト

15090:現代社会のフィールドワーク(GA)
 シラバス

2025 秋セメスター:秋セメ…
火4:学GJ401 / 山口 洋典

1

 全件（印刷用）     スレッド一覧に戻る

コメントの表示

全1件

 スレッド一覧に戻る

第2回コミュニケーションアンケートの共有

第2回授業で説明のとおり、今回の取り組みは、北出慶子先生(文学部)を代表とした研究プロジェクト（越
境的学び）の実践から、グループワークを組み立てました。それぞれ、丁寧に体験を言葉にしていただき、
ありがとうございました。匿名で集計した以下の結果について、立命館大学生らの見解として、今後、参考
にさせてください！

1．河北新報の記事「留学生の視点」の読み解きについて

(1)選んだ記事（61人回答）

1. ごみ…15
2. お米…0
3. 名前…0
4. アナウンス…6
5. 静けさ…6
6. 学食…34

(2)その記事を選んだ（決まった）理由（59人回答）

1. 記事で取り扱われている問題が自分も感じているものだったから…30
2. 記事の内容は個人の感想に収まらず大きな社会問題と感じたから…14
3. その場面にもし自分がいたらどうするかを考えてみたかったから…15

＜具体的な理由など＞（40人記述）
1. ごみ（10人記述）
 1. 記事で取り扱われている問題が自分も感じているものだったから（5人記述）
1. ゴミを拾う人もいれば捨てていく人もいるというのが、社会の諸問題の原因をあらわしているようだ
と考えた（文1）
2. ごみ拾いについてしょっちゅう考えることがあったため（法1）
3. 最近はともかく、10年前の日本は綺麗だったから。（文4）
4. 自分自身ゴミが散らかっていても拾ったりしなかったので、記事を読んでとても実感したから。（社
1）
5. 日本文化としての良さを感じたから（法1）

 2. 記事の内容は個人の感想に収まらず大きな社会問題と感じたから（3人記述）
1. ごみの散乱やポイ捨てはその場の景観や治安だけではなく、環境問題や海洋汚染など地球規模の問題
に発展すると思ったから。（文1）
2. コンビニのゴミ箱が満杯で周辺が散らかっているという状況は稀ではないと思いますが、記事にでて
きたようにちゃんとごみを拾う男性がいる一方で、留学生を含めて「汚い」と感じているにも関わらず
ほとんどの人が見て見ぬふりをするという現状がよくないと考えたからです。（法2）
3. なぜポイ捨てが無くならないのか、またその事について大半の人が何もしないことを深掘ってみたい
と思ったから。（文1）

 3. その場面にもし自分がいたらどうするかを考えてみたかったから（2人記述）
1. ゴミ拾いに関心がなかったが、海外の人の視点を知れると思ったから（法2）
2. 周りの意見で自然と決まっていったが、自分のなかの理由としては、自分がその場に居た時は、新聞
記事のおじさんと違う行動を取ったかなと考えたので、その記事について考えてみたかった。（法4）

4. アナウンス（1人記述）
 2. 記事の内容は個人の感想に収まらず大きな社会問題と感じたから（1人記述）
1. 日本の店内や電車内は、他国と比較すると静かで、どちらかというと日本人が外国人の話し声などを
うるさく感じることが多いと思っていたため、アナウンスのがたくさんありうるさいと思う外国人の存
在に驚いた。（社3）

5. 静けさ（6人記述）
 1. 記事で取り扱われている問題が自分も感じているものだったから（2人記述）
1. にぎやかな場所と静寂な場所でにぎやかにするか静かにするか、いろいろ考えさせられるなと感じた
ため。（文1）
2. 国民性の違いを感じたから。／自分は日本人の文化に慣れているが、外国人の文化にも良さを感じ、
それぞれについて考えてみたかったから。（社2）

 2. 記事の内容は個人の感想に収まらず大きな社会問題と感じたから（3人記述）
1. この文章では、電車や公共の場で静けさを保つという日本人の習慣を、単なるマナーとしてではなく
「他人を思いやる行動」として書かれている。私自身も、公共の場での音や話し声に敏感になることが
あり、この問題は日常生活に深く関わっていると感じる。社会全体での「他者への配慮」のあり方を考
えさせられる内容だと考えたから。（文1）
2. 日本人が快適だと感じている環境が、必ずしも他の国の人々も同様に感じる訳ではないということに
気づかされたから。（法1）
3. 日本人は、公共の場で静かにすることが礼儀だと思っているけれど、ネパールの人にとっては静けさ
が寂しいみたいで、静かにすることだけが正義ではないのかと思ったから。（法1）

 3. その場面にもし自分がいたらどうするかを考えてみたかったから（1人記述）
1. 個人的に自分も消極的で先に他人に話しかけるのが下手で自分もそういう雰囲気の中にいてたらどう
するのがいいかに対して話してみたかったです。（文1）

6. 学食（23人記述）
 1. 記事で取り扱われている問題が自分も感じているものだったから（15人記述）
1. 1人ひとつあげるという方式で、グループ内の半数がまず自身も感じていることであることに挙げ、そ
れが全員が感じたことがあるものであったため。（社3）
2. おかずに比べて野菜の量が適当でないから。（法1）
3. この選択肢以外の問題については、今までに高校の授業や大学の授業さらには、テレビで取り上げら
れていたことがあったので、初めて見る問題である「学食」にしました。（文2）
4. スポーツをしており、体重管理・健康管理を行っているため、学食で野菜の少なさを感じたり、揚げ
物の多さを感じることがあったため。（社2）
5. フルーツが高い（文1）
6. 外食をする時に、野菜を使った料理の美味しいお店をあまり見かけず、ラーメンやハンバーグなどば
かり食べてるから（法2）
7. 学食のアンケートに実際に野菜の種類を増やしてほしいと書いたことがあり、共感できたから。（文
2）
8. 私たちの行動で解決できそうな問題だったから。（法1）
9. 脂質に気をつけていることもあり、学食のメニューを選ぶ際に揚げ物が多いことをいつも感じてい
た。（社3）
10. 実際に立命館大学の食堂の野菜が少ないと感じるため（法4）
11. 他のものより、疑問が明確で、自分も疑問に思う内容だったから。（法2）
12. 大学の食堂に新鮮な野菜がキャベツしかないという言葉に共感した。立命館の場合はオクラも新鮮
だと思うが新鮮な野菜は確かに少ない。（法1）
13. 日常的に感じていたことだったから。（社1）
14. 立命館大学の学食でも野菜は少ないように感じたから。（文3）
15. 立命館大学の学食も揚げ物が多めに提供されていて、もう少し品数が増えたらいいなと思ったから
です。（国1）

 2. 記事の内容は個人の感想に収まらず大きな社会問題と感じたから（4人記述）
1. これは学食に限らず、そもそも日本人が野菜を食べることに疎いのではなど考えが広がる気がしたか
ら（社3）
2. 学食で野菜が少ないという問題は健康に関係した問題であるのは事実だが、それ以上に宗教に関連し
たムスリムメニューなどの配慮が日本の中で欠けていることに関係しているなと気づいたから。（文1）
3. 食堂で困っているという問題が新聞の記事になっていることが珍しいと感じたため。（文1）
4. 単に日本という国や大学食堂の健康意識の話だけでなく、異文化共生に関する問題も内包している話
だと感じたからです。また班員の一人が、実際自分が学食でアルバイトをして感じていた問題点や疑問
を話してくれて、さらに興味深いなと感じました。（文2）

 3. その場面にもし自分がいたらどうするかを考えてみたかったから（2人記述）
1. 学食での問題は、今の私たちに一番近い問題であると感じたし、学食を利用している私たちが積極的
に取り組むことに意味があるのではないかと感じたからです。（社1）
2. 実際に知り合いにそういった課題を持っている人がいるから。（法2）

＜選択なし＞（2人記述）
1. 学食という身近な場所に関する問題だったから（社2）
2. 自らの経験を踏まえて、討論しやすかったから。（文1）

(3)記事を読み解いて気づいたことは？（記事の執筆者は○○だが、自分は○○だと思った）（62人記
述）

記事 理由 執筆者は 自分は 所属
1 1 ごみが散らかっていたら状況

で、コンビニ店員でもないお客
さんの日本人がごみを片付けて
いたことに、自国では他人任せ
にすることがあることから、そ
の現状に感激していた。

日本では当たり前だと思う人が多い一方
で、私はよくよく考えてみたら日本でも
率先してやる人は他国の人よりかは相手
の人のためになることをやるが、自分が
もし同じ状況だったら自分も他人任せで
素通りしてしまうかもと思った。そし
て、そう考えるのは私だけでなく、一部
の人は同じような場面を目の当たりにし
ても片づけないのではないだろうかとも
思った。

文1

1 1 ごみをひろう習慣がない地域出
身

ごみをひろうことがあたりまえの文化で
そだってきた

文1

1 1 外国人という目線で話している
が、

日本人のほとんどが同じようにゴミを拾
わない

社1

1 1 男性の行動に感動し、自分でも
行動するようになった。

今までどうりごみ拾いは積極的に行いた
い

法1

1 1 日本の素晴らしさを書いている 日本の課題 法1
1 1 目の前の人の行動を見て考え直

すことができた人
自分は気付かない可能性があるので反省
し改善していくべき

文4

1 2 ゴミが散乱している様子を見て
非常に不愉快な気持ちになった
が、日本人がゴミを率先して片
付けているのを見て、私も日本
を綺麗にするための役割を果た
したいと考えた

実際ゴミが街中で散乱しているのを見る
と、汚いなとは感じてしまうが、何か綺
麗に掃除することで病気になってしまっ
たらどうしようと考えてしまったり、そ
れを片付けようと行動に移すことはな
く、見て見ぬふりをしてしまうだろう

文1

1 2 日本について公共スペースがき
れいで治安の良い国であるとい
うイメージを抱いており、日本
がきれいなのはみんなが努力し
ているからだと考えているの

日本にも散らかっていたり汚れていたり
する公共スペースはたくさんあり、落ち
ているごみを見かけたら拾うといった努
力をしている人はそこまで多くない印象

法2

1 2 日本は治安が良くて、みんなが
綺麗にしようと努力していると
言っている

ごみが落ちていても見て見ぬふりをする
現状がある

文1

1 3 ゴミを拾う文化によって日本が
綺麗だと考えていた

あまりその文化について考えたことはな
かったので新たな観点

文1

1 3 日本がきれいなのは、みんなが
きれいにしようと努力している
こと

日本では学校で掃除を自分たちで行う習
慣があり、その経験を通して「使う場所
を自分で清潔に保つ」という意識が自然
に身につくため、社会全体でも公共の場
をきれいに保つ文化が根づいているから

文1

1 3 日本の社会的に一人一人が貢献
していることを記事に書いてい
た。

実際の日本人では、見て見ぬふりをする
人もいるのではないかと

法4

1 3 日本はみんなが努力しているか
ら日本がきれいであると思って
いるの

努力しないといけないと意識せずともで
きているのが日本人の特徴なのではない
か

法2

1 3 日本は綺麗だと語っていた 外国人が言うほど日本は綺麗ではない 社1
1 3 目の前でごみを拾った男性の行

動に感動し、あたかも全ての日
本人の特性として社会的な責任
感の高さを主張していた

全ての日本人がそのような特性を持って
いるというのは早上がりな考えで、日本
でも執筆者が目撃した男性の行動は頻繁
にあるものではない

社3

4 2 自国の文化と違いそのアナウン
スの親切さに気づけたの

そのアナウンスが日頃から聴いているの
で当たり前

社1

4 2 日本ではアナウンスがたくさん
流れてうるさいと思っていた

アナウンスに着目したことがなく、アナ
ウンスがない国からするとうるさく感じ
るの

社3

4 3 アナウンスの多さ、大きさに違
和感を感じていた

目に見えるものによって国と国の文化の
違いを感じると思っていたので、聞こえ
るものからも文化の違いを感じる

文1

4 3 違いの良さを理解し、より日本
文化に興味を持っていたの

同じように理解できるか、自信がないこ
と

社1

4 3 日本のアナウンスの多さに違和
感を感じた

日本はみんなのことを考えているから 社1

4 3 日本の高頻度のアナウンスに驚
いていた日本への留学生のアゼ
ルバイジャン人

その人のように新たな文化を知ってみ
る、触れてみるということを面白いと感
じる姿勢が人生で役立つもの

文1

5 1 ダバディ・サンバルダン 言われてみると、日本人は無意識に、静
かにするべき場所、騒いでも大丈夫な場
所のバランスを考えているなと改めてき
ずかされた

文1

5 1 日本の文化と外国の文化を比較
してそれぞれの良さを感じてい
る
日本人の「静かさ」を完全に
「尊敬」の気持ちと解釈してい
る

日本人の「静かさ」は、「尊敬」の気持
ちという「そんな高尚なもの」ではな
い。もちろん「尊敬」「尊重」の気持ち
が全くない訳ではないが、日本人にとっ
ては単なる習慣だからそうしている部分
も大きい
日本人一人一人が「尊敬」の気持ちを意
識しているというより、「周りがみんな
静かだから」のほうが日本人的な理由と
してしっくりくる

社2

5 2 「日本の静けさの文化は、他人
への思いやりから生まれてい
る」と伝えたかった。

静かであること自体が目的化してしま
い、人の多様な感じ方や表現が抑えられ
ることもあるの

文1

5 2 公共の場において、日本人が静
かにしたりする習慣と、楽しい
おしゃべりができるネパールの
習慣どちらにも良さがあるとい
うことを実感できれば、優しさ
と温かさのバランスが取れる

国とかによって異なる習慣があることを
実感することはとても大切ではある上
で、今いる国の習慣に合わせるのも大切

法1

5 2 日本人の公共施設での静かさに
少し寂しさを感じていたの

日本の公共施設の静かさが快適に感じ、
むしろ海外のように賑やかだと逆に落ち
着かないと感じるの

法1

5 3 30歳のネパール人（留学生） 外国人労働者 文1
6 1 タイ出身の大学生 日常の小さなことから気づきや考えを出

すことができる人
文1

6 1 タイ生まれということもあり野
菜が多く脂の少ない食事をして
きた。

正直にいうと野菜はそこまで学食に必要
なものではなくどんぶりや揚げ物などの
手に取りやすかお腹に溜まる食べ物の需
要が学食ではあると感じた。

文3

6 1 安いので毎日昼ごはんを学食で
食べていて、学食のメニューに
キャベツくらいしか野菜がない
と言っていた。

最近の物価高騰で色々な種類の野菜を多
く使うことと学食で安く食事すること両
方を求めるのは難しい

法1

6 1 学食での栄養バランスを気にし
ている

学食での栄養バランスを気にするため、
自身で足りない栄養を用意していくよう
にしなければならないの

社2

6 1 学食のメニューにもっと野菜を
増やすべきだと考えている

学生が気軽に健康的な食事を選べるよう
に値段や味の工夫も必要

文1

6 1 学食の栄養バランスの偏りを気
にしていた

学食メニューの栄養バランスの偏りが気
になったことはなかった

国1

6 1 学食の揚げ物が多いことに対し
て疑問と不満を持っていた

小鉢などでは野菜がメインのものがほと
んどであり、なぜそれを食べないのかが
疑問

国3

6 1 学生の健康のためにバランスの
取れた食事に、メニューを変更
するべきだと考えている

学食のメニューが嫌なら、30代なのだ
し自分でお弁当を作って持っていけばい
いのではないか

文1

6 1 健康増進のためにも、野菜や果
物をメニューに増やすべきだ
と、食堂側の否を主張してい
た。

そもそも大学生が、自分の健康状態にあ
まり気を使っていないと思った。

社1

6 1 自分の思い描く和食のイメージ
との乖離や出身国との違いから
意見していた

実家の料理との比較で考えていたため、
視点が違っている

文2

6 1 若い人の健康はとても重要であ
り、学生の健康のために食堂で
は、もっとバランスの取れたメ
ニューを出すべきと考えてお
り、実現できていないのは安価
でないからという考え

たしかに、食堂では、もっとバランスの
取れたメニューを出すべきと考えている
が、安価でそう言ったものを提供できる
からこそ学食の価値があるの

社3

6 1 食堂に揚げ物が多く、野菜を増
やして欲しいと思っていた

食堂のメニューに不安があるならば、自
炊にも挑戦すれば良い

法1

6 1 新鮮な野菜がキャベツしかない
と言っていた

小鉢でキャベツ以外の野菜も摂取するこ
とができる

社1

6 1 新聞にまで意見を投稿できるよ
うな行動力がある人

それに疑問を抱きつつも仕方ないと受け
入れ、行動に移そうともしない

法4

6 1 大学の学食の話をしていたが 下宿生と実家生でも一日の野菜摂取量が
異なる

法1

6 1 日本の学食は、野菜不足や油の
多い料理が多いことを問題視し
ている。

確かにこの記事の内容に凄く共感できる
部分があるが、対策することは出来る問
題

文2

6 1 日本の食を和食だと捉えていた
の

すべての日本食は和食ではないの 法1

6 1 日本食があまり野菜を使わなく
なっているという考えだった
が、

食事の国際化により、アメリカンなジャ
ンクフードや、パスタ、ラーメンなどの
麺類の種類が普及したことが起こした問
題

法2

6 1 日本食はもはや健康食ではなく
なってきていて、もっと野菜な
どを多く含んだ食べ物の提供を
すべきだと考えていた。

今の日本食、学食に揚げ物や油物が多
く、積極的に野菜を取ることが少なくな
っているのはその通りだと感じ、自分も
野菜をより取るべきだと感じました。

法2

6 1 日本人は和食などのヘルシーな
食事を好むの

日本の学生に人気のあるメニューが揚げ
物なの

社3

6 1 野菜が少ないと思っていた それが普通だと思っていた 文1
6 1 野菜の少なさに嘆いている 野菜の少なさだけでなく揚げ物が多すぎ

ることも問題
文1

6 2 日本の学食は野菜が少ないし野
菜料理導入すべきという主張

そもそもそれは需要が薄いからで、日本
人は野菜をあまり摂っていないのでは、
そもそもの野菜摂取の意識が薄いのが問
題

社3

6 2 日本の食堂にあるものだから、
並んであるものはすべて「和
食」だと思ったの

日本の食堂にあるからといってそこにあ
るものがすべて和食というわけではな
く、また和食を誇る日本の食堂にも、和
食以外のジャンキーな食べ物もあるの

文1

6 2 日本の料理が健康的だという世
界的な評価と実際自分が目にし
た不健康な食堂メニューや野菜
や果物を買うことが難しい現実
に矛盾を感じ、日本の食文化は
果たして本当に健康的なのか
と、素朴な観点から疑問を投げ
かけている。

確かに昨今の日本は野菜や果物が高騰
し、栄養バランスの良い食事を摂ること
が難しくなっており、それは解決すべき
課題だと私自身も感じている。実際今進
学のために一人暮らしをしているが、生
鮮コーナーの値札を見るたびに野菜へ向
かう手が引ける。火曜市の大特価にどれ
だけ助けられたか。
しかし一つ思うのは、国には国ごとの食
事情、つまりは食文化がある。多文化共
生が進む社会において、他国の文化に対
して自国の基準から批判をするという行
為は、それがどんなに的を得た内容だっ
たとしても、慎重に行うべきことではな
いだろうか。
例えばイギリスの主食はパンだが、それ
に対して私たちが「小麦粉は消化不良や
肥満を引き起こすから体に悪いのになぜ
イギリスはパンばかりなのか。もっとお
米を増やすべき。」と投げかけること
は、果たして適切な行為なのだろうか。
声高に発する前に、そこに絡む気候や土
壌の問題やイギリスの食文化を考慮する
ことはできないだろうか。何百年とパン
に親しんできた人々に対して「不健康
だ」と主張すれば、その社会の健康問題
は解決するのだろうか。
疑問に思うこと、問題だと思うことがあ
ったとき、それを批判するだけでなく、
なぜそのような問題が起きるのか知ろう
とする姿勢を忘れてしまったら、その言
葉によって誰かの大切なものを踏み躙っ
てしまうかもしれない。それは言葉をぶ
つけられた人間にとっても、ぶつけてし
まった人間にとっても悲しいことだと思
う。見つけた課題に対する探究心を持つ
ことはフィールドワークにおける重要な
要素だが、そうでなくたって私たちはい
つでも、自分と違う誰かを慮る気持ちを
忘れてはいけない

文2

6 2 日本へ留学に来たタイ人の学生
が学食の中で揚げ物が多くて、
野菜を使った料理が少ないので
もっとバランスの取れた食事を
増やすべきと述べていたの

それ以上に今日本への留学生が増えてい
る中で、もっと宗教やベジタリアンのこ
とを配慮の必要性を説くことへつながる
問題でもあるの

文1

6 2 揚げ物が多すぎて困っている 全く困らない、そういうもの 文1
6 2 留学生で、食堂では野菜が不足

していて脂っこい物が多いの
立命館の衣笠農園サークルに入れば解決 文1

6 3 学食に野菜が少ないことが課題
であるという意見であった。

学食で野菜のメニューを増やしても、そ
れ以外の揚げ物などを選ぶ生徒が多く、
結果的に食品ロスを引き起こすのではな
いか。

社1

6 3 毎日学食を利用するタイ人留学
生

あまりそういったことに対して普段の生
活の中では何も感じていなかった

文1

6 3 揚げ物が多く野菜が少ないメニ
ューが提供されることで学生の
健康に良くない考えていた。

野菜をメインとするメニューは少ないが
サイドメニューとして野菜を使用したメ
ニューがあるため学生の健康にさほど影
響しないメニュー

文1

6 3 留学生の中には日本人のあたり
まえとは違うものを持っている
ことを主張していたの

留学生を支援するというよりかは日本人
の国際化を進めるべき

法2

6 　 学生のお腹が満たされることよ
り栄養バランスを重視している
の

活動量を考慮してボリュームを優先する
べき

社2

6 　 食堂を毎日通うことで、和食は
揚げ物が多いと思っていた

食堂＝日本食、和食ではなく、食堂は日
本食だけではない。揚げ物が必ずしも、
日本食ではない。

文1

(4)記事の読み解きを通して学んだこと、特に模範的な市民として生きていく上で自分ができることは？

（100字程度を目安として記してみましょう。できることだけでなく、高い倫理観のもとで「あえて
しないこと」などに触れていただいても構いません。）

1. ごみ（15人中15人記述）
1. この話を聞いて、私も小さな行動の大切さを改めて感じた。私自身も、道端でごみを見つけたら拾う
ようにしたり、イベントのあとに自分のまわりを片づけたりするなど、身近な場所から行動を起こした
い。そうした積み重ねが、周囲に良い影響を与え、より気持ちのよい社会をつくることにつながると感
じている。（文1）
2. ゴミが近くに落ちていれば、知らないふりをするのではなく自分で拾い、綺麗にしていくことが大切
だと考えた。自分自身ゴミが落ちていても普段は拾わなかったが、この記事を読んで地球上に住む全員
が意識しなければならないと思った。（社1）
3. ごみが散乱している国では、治安が悪く環境への悪影響につながるだけでなく、景観が悪くなること
で観光客が減少したりなど経済への影響をももたらしかねないことを学んだ。模範的な市民として生き
ていく上でごみを持ち帰る習慣をつけることや、自分も地域の一員であるという意識を常に持つことが
自分にできることだと思う。（文1）
4. ゴミ箱の周りにゴミが散らかってるなどの状況があれば、もちろんすぐにでも行動したいが、周りに
外国人や小さな子供がいる時にはその人の行動を少し観察してみたいなとも思った。（法1）
5. コンビニや自動販売機の横にあるゴミ箱などは既にいっぱいになってしまっていて、捨てられないな
と思ったことが何度もあった。自分が出来る範囲の模範的な行動となると、捨てるべきではないところ
に捨てないということが考えられる。（社1）
6. 私が思う自分ができることは、物事を少しでも良い方向に向けるように行動することです。記事のよ
うにゴミ箱が満杯で捨てることができず、自分が片づけることにはどうしても抵抗があったら店員さん
に声をかけるなど、悪い現状のまま放置しないということは誰にでもできるはずなので、私も行動する
努力をしたいと思います。（法2）
7. 私はこの記事を通して、模範的な市民として大切なのは「自分には関係ない」と思わずに、周囲のた
めに小さな行動を起こすことだと学んだ。ごみを拾うなどの行動を、誰かが見ていなくても自然にでき
る人になりたいと思った。（文1）
8. 私は喫煙者だが、周囲の人のように歩きタバコも吸い殻のポイ捨てもしない。これを今後も継続し、
友人が行なっていたら注意することも記事同様街を綺麗にする一歩になるのではないかと考えた。（文
4）
9. 自発的にゴミを拾う姿勢をみせることで周りもそれにつられてゴミを拾うようになること（文1）
10. 自分が模範的に生きていく上で大事だと思ったことは、家から出た瞬間からどこでも誰かに見られ
ている、参考にされていると意識して生きることだと思った。意識がけることは普段の自分を客観的に
反省する機会も生まれると考えている。（法2）
11. 自分はそこまでボランティア精神を持って生きていた訳では無いが、セルフでごみを片付ける店に
行った時、汚れていると気になってしまう部分もあるので、積極的にとは行かないが、自分のできる範
囲でゴミ問題を解決できる人になろうと考えた。（法4）
12. 人を変えるのは難しいが自分を変えることは容易にできるのであえて人にはゴミを捨てろなどを言
わずに一緒にいる時にさりげなく行動を見せて周りの人へ広げて行きたいと思っています。（法1）
13. 男性のような少し勇気のいる行動でも、誰かがそれによって己の行動を見直したり改善したりする
きっかけになるのならば、周りの視線を気にしすぎずに自分が「良い」と思う行動をすることが大事で
ある。また、それは自分にもできることであると考えた。（社3）
14. 日本という地に住む住人として、やはり治安的な問題やその場の衛生状況も悪くなってしまったら
不快な気持ちになってしまうとは思うが、自分から率先して何かをしようと行動に移せるかと言われる
と難しいなとは感じた。（文1）
15. 模範的市民として生きるためには、ごみをポイ捨てする側の、乱す人間ではなく、拾う人間、環境
を整える人間になる必要がある。積極的な呼びかけでなくとも、模範となる行動を行えば真似られると
思う。（文1）

4. アナウンス（6人中6人記述）
1. 記事の執筆者は、はじめはアナウンスに対してマイナスな印象を持っていたが、老若男女の地域住民
や自分自身がアナウンスに助けられていると感じ、様々な国によってやり方は異なることを学んでい
た。私も、多様な文化を受け入れ視野を広げていきたいと思った。（社3）
2. 困っている人がいたら積極的に声をかけてあげるということ。また、そういう気づきがあることから
日頃自分達が何気なく過ごしている場所でも色々なことに耳を傾け、目を凝らしさまざまな人の優しさ
に気づいていきたい。（社1）
3. 自分の地域に根付いている文化が、他地域ではまったく新しいものであるということはよくある。自
身の地域の文化を何も知らない人が訪れたときには、その慣習を学んでもらえるようにしたい。また、
自身が訪れた場合も積極的に文化を理解するべきだと学んだ。（文1）
4. 当初はアゼルバイジャンの文化と異なるという点で困っていた留学生が、日本の文化の意味を理解
し、良さに気付けていた。このように、私も異なる文化を拒絶するのではなくなぜそのようになってい
るのか、意味を考えていこうと思った。（社1）
5. 文化の違いを感じることは外国に行けば当たり前かも知らないけれど、言語の違い、風景の違い、食
べ物の違いのように大きな違い以外にもアナウンスの多さ、大きさのように小さい違いだけで文化の違
いを感じることを学びました。（文1）
6. 模範的な市民として生きていく上で日本のルールをしっかり理解することが大事だと思う。アナウン
スのこと、ゴミ問題であったり日本人としての自覚を持ち、留学生が思う疑問に関心を持ち、比較して
いくことが大切だと思う。（社1）

5. 静けさ（6人中6人記述）
1. この記事を通して、静けさは単に音を立てないという行為ではなく、他者を思いやる心の表れである
と学んだ。模範的な市民として生きるためには、自分の快適さだけでなく、周囲の人々が安心できる環
境を意識することが大切だと考える。また、思いやりを「押しつけ」にしないことも重要である。沈黙
を選ぶ場面もあれば、勇気をもって声をかける場面もある。状況に応じて柔軟に行動する姿勢を大切に
していきたい。（文1）
2. それぞれに文化や習慣があるのは仕方のないことだから、外国人が何か日本の慣習や文化に著しく外
れたことをしていたら、「見て見ぬフリ」ではなく、指摘することが大事だと感じた。その“指摘の仕
方”も、感情や不快感をぶつけるのではなく、ちゃんと「伝える」、「伝わる」ための“指摘”をする。
「this is not Japanese culture」のように英語などで。そうやって、1人が1人が対話することで、落
とし所を見つける。（社2）
3. 記事の読み解きを通じてまずは他人と私の違いを認識し、他人の立場を尊重し、他人の意見を大切に
しなければならないことを学びました。また、出来る限り他人を配慮し、自分ができる最善を尽くして
社会に風潮や雰囲気の変化に寄与することこそ模範的な市民として生きていくことではないかと考えま
した。（文1）
4. 公共の場で日本人が静かなのは、他の人への思いやりがあるからだと書かれていたけれど、私は正直
バスや電車で喋りたいことがあったら大きめな声で喋ってしまっていたので、他の人への思いやりを常
に持ちながら、友人とかと公共交通機関に楽しく乗るようにしたい。（法1）
5. 私たちにできることは雰囲気作りだとかんじました。やはり、文化的背景の違いを取り払うことは難
しいですし、その場所がどのような場所であるかを決めるのはそこにいる人間たちが作って言っている
と思うので、雰囲気作りが大切だと思いました。（文1）
6. 私は、特に日本のような一民族が総人口のほとんどを占めるような国では、自国の当たり前を疑って
みる姿勢が大切だと学んだ。思いやりの押し売りは時に人を困らせるという意識を持って、相手の立場
を想像しながら言動をしたいと思う。（法1）

6. 学食（34人記述）
1. このような問題に対し、目先のことを問題とするのではなくしっかり社会や文化を踏まえて俯瞰して
考えていくべきだと思った。日本人の根の問題を解析し、そこからなら自分ならその意識をどう変えて
いくか、そのヒントを日常から探してそれを解決の一助と考えていくべきだと思った。（社3）
2. この記事を読み解いて学んだことは、日常の中で見過ごされがちな「食」の重要性です。大学の食堂
に野菜が少ない問題から、健康的な食生活の大切さを学びました。模範的な市民として、まず自分が栄
養バランスを意識し、周囲にもその重要性を伝えることで、社会全体の意識向上に貢献できると感じま
した。（社1）
3. この記事を読んで、立命館大では留学生を多く受け入れているのに対し、食の充実度が足りないと感
じた。また、日本人の目線でも、健康面が心配になるようなバランスの学食が多いと感じた。（法2）
4. できることとしては、学食に関するアンケートなどに積極的に参加し、アンケートを広めることで意
見が届くようにすること。そして、立命館であれば、小鉢があるため、小鉢を中心に選らすこと。（社
2）
5. 何かを問題点だと感じた際にしっかりと声を上げることができる市民。／ただそこに理由づけや根拠
を持つことを前提とし、社会のためになるような意見を提案することとする。／自分のエゴによる発言
は控え、社会の利益を考える。（文1）
6. 海外の人から見た日本文化というものを見てみることで、新たな問題に気づくことができるのではな
いかと思ったり。模範的な市民として生きていく上で自分にできることは、日本人の国民性的に問題を
大きくしすぎないことが模範的な市民に求められていることであり、自分にできることだと考える。
（法4）
7. 外国人と日本人とで様々な事柄について共通の認識を持っていると決めつけず、お互いが違った認識
をしているかもしれないと常に考え、外国人がその認識の違いに困ってきたら率先して手伝ったり寄り
添ったりすることが挙げられると考えた。（法1）
8. 外国人のなかには日本の文化を求めて日本に訪れる人がたくさんいる。日本の文化というと、和食・
神社仏閣・アニメ・伝統芸能だけでなく、真面目な人が多い・親切・ゴミが落ちておらず清潔などとい
う氷魚t人の性質や社会の規範なども人の文化と捉えらえれる。それら日本の文化を外国人ががっかりす
ることなく享受できる日本にしたいと考える。例えば、神社仏閣ではマナーを守る・ゴミを拾うなど
だ。（文1）
9. 学食のメニューが偏っていると感じたときは、まず意見箱やアンケートを通じて丁寧に要望を伝える
ことが大切です。栄養面や多様な嗜好への配慮を具体的に示し、学生全体の健康や満足度向上を目的と
して提案すれば、建設的な改善につながります。（国1）
10. 学食は、学生の要望を運営に届けることができる制度があるため、メッセージボックスなどを通し
て、感じているところを運営に伝えるべきだと考えた。また、食事は人によって好みや文化が違うた
め、様々なルーツを持つ人が訪れる学食では選択肢が多い方が良いと考えた。（社3）
11. 記事の読み解きを通して、私にはない視点を知ることができて面白かった。一つの記事でいくつも
の問題点が見つかるのが楽しかった。特に、最後に発表してくれたチームの立命館の食堂から派生し
て、国際化されてないという問題を取りあげる話は面白かった。声を聴き、声をあげることが問題解決
の糸口（文1）
12. 記事の読み解きを通して食は互いの文化を理解するためにはとても必要なことだと思った。食は全
ての人が関わることだから広く視野を持ち、異なる文化に対しての思いやりや配慮が必要だと思った。
（文1）
13. 元々、最近グローバル化と言われ始めたのがあって、留学生に対する体制が十分に整っていないと
思った。 出てくる問題が逆に、このように少数であり、もはやいい所が出ているところから、日本は留
学生に対して優しいと思った（文1）
14. 高校では学食ではなくお弁当だったこともあり野菜の量について気にしたことがなかったが、意識
して学食を食べると本当に野菜が少なく、これからは野菜を採ろうと思った。また、学食だけでなく日
頃の食事でもサラダを追加しようと思う。（社1）
15. 今回の米の話など、外国人が主張しても、日本の経済の問題であるなどの、どうしようもないこと
もあると思うので、そこを理解してもらうことや、より良い生活を送ってもらうために代わりになる提
案をすることができると思う。（法2）
16. 私が提案したものとしては、意見箱や交渉を行うと言うことであった。実現したいのであれば、意
見を言うこと、発信することが大切であるというように思った。また、人の意見として野菜を寄付する
ということがあがったが、自分のできる範囲でまずは動いてみるということもできることであると考え
た。（社3）
17. 私はこの記事を通して、今まで何気なく食べていた学食が「確かに野菜が少ないなー」とも感じま
したし、「油を使った料理が多い」とも気づくことが出来ました。野菜不足や油の多量摂取は身体に凄
く悪いので、衣笠キャンパスの食堂にある目安箱などを使用して、意見を述べようと思いました。（文
2）
18. 私は大学の学食は揚げ物が多く、野菜や果物が少ないという外国との違いがあり、それは宗教やベ
ジタリアンで特定の物が食べられない人が困ることにもつながるということを学んだ。外国の学食を調
べて日本でも取り入れられることをアンケートなどで学食側に提案することができると考えられる。
（文2）
19. 私は野菜が嫌いなので友達でその留学生がいたらあげようと思います。人々は助け合いで生きてい
ると思うし、需要と供給で成り立っていると思います。その為、自身の野菜を食べてもらうことで留学
生は野菜が取れる、フードロスが減るという一石二鳥になると感じます。（文1）
20. 自分の行動が誰かに見られて恥ずかしいものではないかを考えたり、自分に関係のない出来事を見
てみぬふりをするのではなく、自分が住む街の、自分に関わることだと考えたりして生活すること。私
もゴミが落ちていたら拾おうと思う。（文1）
21. 実際、日本の食事は海外の様々な美味しいファーストフードやイタリア料理などの影響を自分達の
食生活にも強く受けているなと感じ、日本本来の健康的な日本食ではなくなっているため、野菜をより
取り入れて、かつ多くの人に受け入れてもらえる料理が必要だと思いました。（法2）
22. 情報のすべてに対して鵜呑みにするのではなくて、複数の視点と実際の経験を通じて物事の価値観
を理解すること。すると、一つの情報から様々な理解をし、自分の意見をもつことができる。（法1）
23. 食一つとっても、様々な背景を持つ人がいるのだとわかった。誰でも、食を楽しむことができるよ
うに対応できる状態を作っておく必要がある。／私は、「野菜を食べるようにすること」、「サークル
（農業サークル）で作った野菜を食堂に寄付することができる。（社1）
24. 食生活は自分の健康だけでなく、社会全体にも関わると感じた。今後は値段や量だけで選ばず、でき
るだけ野菜が多いものを選ぶように意識したいと思う。（文1）
25. 正直、私のような学生がこうした問題に直接的に関与することは難しいと思うが、学生（特に留学
生）にアンケートを実施する。その中で、今の学食メニューに関してどう思うかを質問し、彼らの意見
や提案を政府や教育機関に提出し、学食メニューを改善する。（文1）
26. 他の国の人は野菜や果物を食べる文化があると日本の習慣に適応するのが難しいこともあると知れ
た。食堂に野菜を増やしたメニューを作ることを提案することができると思う。しかし価格は上がると
思うので元のメニューを残すようにすることができると思う。（法1）
27. 多種多様な意見について多角的な視点から問題と捉えることが重要だと感じた。例えば食堂に揚げ
物のメニューが多いことは私たちのグループは物価や食事バランスの問題だと感じたが、授業内での他
のグループの発表は｢食堂のメニューの多国籍化｣が問題と捉えた。このような多角的な問題意識が解決
に繋がるだろう。（法1）
28. 農家の皆さんに利益が還元されればより供給も回りやすくなると思うので、できるだけ農家直営な
どの商品を選ぶ。／自分と違う人、もっと言えば自分の「普通」を満たさない人間に出会った時、軽蔑
や義憤を感じる気持ちをあけすけにしない。（文2）
29. 普段の生活に異変はないかや、あるいは当然だと思っていても実際は大きな問題に繋がるようなこ
とに注目して生活していくことが重要だと思った。またそういったことに注目して生活していくことの
重要性をこの授業を通して学ぶことが出来た。（文1）
30. 模範的な市民として生きていくためには､多角的な視点を持つことが大切であると考える。この場合
では人と話し合うだけでなく、様々な文献などを比較することによって多角的な意見を取り入れていく
ことが出来るようになる。（社2）
31. 模範的な市民として生きていくにはは疑い、思考することであるとで考える。世の中のものや先人
の考えが全て正しいとは限らない。であるならば、疑いのまなざしを失わず自ら考えることが必要では
ないか。（文1）
32. 様々な感じ方があるのはもちろんだけど一つの意見に偏らずにすることが必要だと感じた。野菜を
食べたい人、そうでない人のどちらも存在しているのだからどちらにも融通の効くような社会が求めら
れると思う。（文3）
33. 留学生が学食で野菜不足に困る現状に対し、地域農家や企業と連携し、手頃な価格で多様な野菜を
提供する仕組みを作ることが重要である。食文化の違いを尊重し、誰もが健康的に食事を楽しめる環境
を社会全体で整えるべきだ。（文1）
34. 留学生に対して困っていることがあれば、自分のできる範囲でアドバイスをして助けたいと思いま
した。また、確かに果物や新鮮な野菜が高いという問題は自分も感じているので、業務スーパーなどの
冷凍野菜をおいしく調理する方法も教えてあげたいと思いました、（国3）

2．現代社会の問題とフィールドの場面との関連づけ

(1)ロールプレイ（状況をもとに、2～3分程度の会話を作って演じること）を通して他者の思いを想像す
ることについて（62人回答）

1. 無自覚な思い込みから解放されリアリティが追求できると思う。…13
2. 自分は不得意だが、リアリティを追求する効果的な手段と思う。…34
3. 演劇的手法に慣れた人の監修がないと観点や内容が偏ると思う。…3
4. 結局は第三者の想像力では本人が語る内容には及ばないと思う。…11
5. その他…1

【その他の具体的な内容】（9人記述）
1. 無自覚な思い込みから解放されリアリティが追求できると思う。（13人中3人記述）
1. ある程度の役割を決めるときらその役と自身の考えがどれだけ一致するかを確認する必要がある。そ
の場合アドリブなどがうまく行きやすいため（社3）
2. グループの中で野菜を育てるサークルに入るものが学食へ野菜を寄付すると話し、知らない・思いつ
かないような意見をふいに知ることができた。（社2）
3. ロールプレイをすることで新たな解決案が見つかった。（文1）

2. 自分は不得意だが、リアリティを追求する効果的な手段と思う。（34人中3人記述）
1. 自分ではあまり効果的に出来なかったが、グループの他のメンバーはロールプレイにより、より自分
の経験に落とし込むことができて、社会問題を考えることが出来た。（法4）
2. 実際にその人の立場になって考えることのできる機会であると思う。（社1）
3. 第三者の演技をすることで新しい視点を見つけることができた（文1）

3. 演劇的手法に慣れた人の監修がないと観点や内容が偏ると思う。（3人中1人記述）
1. 会話を作って演じてみても、自分たちの発想の範囲内での行動に制限されている感覚があった（法
2）

4. 結局は第三者の想像力では本人が語る内容には及ばないと思う。（11人中1人記述）
1. やはりその当事者でない以上、その当事者の考えや見解を完璧に共感することは容易ではないと思い
ました。（文1）

5. その他（1人中1人記述）
1. 4の内容に概ね共感していますが、自身の固定概念を疑って今の自分とは違う立場について考慮し受
け入れる努力によって少しでもリアリティを追求できると思っていますし、想像することそのものに意
味があると考えています。また種々の社会問題がどのように日常生活で露出しているのかを考える力を
養うために、リアリティを追求して演じてみるというプロセスは一つの有効打であると思います。た
だ、逆に言ってしまうと、多角的でフラットな視点や、問題点を抽出する力、それを台本に落とし込む
技術が不足していると、偏った結論（台本）を導き出したり、取り組むこと自体が高いハードルになり
実践が困難になるという危うさとも隣り合わせなのではないだろうかと愚考します。（文2）

(2)自分とは異なる立場の人のことを知るために最も重要と考えるものは？（62人回答）

1. 人と出会う…50
2. 本を読む…2
3. 旅に出る…10

3．あなたが今、一番気になっていることは？（62人記述）

(1)私の現代社会への問い(入力必須)（なぜ～なのか？）
(2)その問題はどこで発生している？（言い換えれば「どこにフィールドワークにいくと、自分の問い

が生じている場面に触れることができるか？」）

No. なぜ どこ 所属
1 (インバウンド、オーバーツーリズムの
観点から)観光に魅力を感じるのか

観光地(京都であれば寺社など) 法2

2 「思いやり」が「静けさ」など特定の形
でしか表現されにくい

この問題は、公共交通機関や学校、職
場など、日常生活のあらゆる場面で見
られると考える。それらの現場で「本
当の思いやりとは何か」を考え、観察
してみたい。

文1

3 「文化」は成立し、伝承されている 自分の周りの至る所 法1
4 AIなどが普及発展する中で、多くの人々
は自身の労働や仕事に人間ならではの価
値を見出せずに不安や危機感をもってい
る現状のようにみえる状態

AIによる自動化が実際に進んでいる現
場、反対に進んでいない現場

人間ならではの価値が見出せていそう
な職業の職場など

社3

5 SNSでの発言は、どこまで「自由」であ
るべき

学校や大学、裁判所など 社1

6 オーバーツーリズム 有名な観光地

京都では、金閣寺や清水寺など。

社1

7 オーバーツーリズムと言われている 京都の観光地や観光地近くのスーパ
ー、コンビニなどの施設、駐車場や駐
輪場、公道。

法1

8 オーバーツーリズム問題が生じてしまう
状態

大学に行くバスなどの交通機関 社2

9 お祭りや伝統工芸の担い手不足による伝
統の衰退。

高齢化が進んだ田舎など。 法1

10 お米が高いのか 米農地、スーパー 社1
11 カフェや図書館などの家以外の場所で勉

強を行う人が増えている・多い

この勉強のできる場にどんな問題ある

図書館・カフェなど

学生や社会人

社2

12 ゴミのポイ捨てが多い 外国人観光客が多い観光名所 社1
13 どの職業の業界も「人手不足」 特に人手不足な業界の職場と、逆に人

手が足りている業界(あれば)の職場
文1

14 フルーツがこんなに高いのか 近くのスーパー 文1
15 みんなに愛されていた京都の錦市場は現

地人の使わないぼったくり市場になって
しまった

錦市場や大阪の黒門市場、金沢の近江
町市場など。

社3

16 闇バイトがおおく存在している現状 大学生など正規雇用の人に比べて生活
が不安定な人に多い

文1

17 移民や大量の外国人旅行客に対して不安
感を抱いてしまう

民泊が集まっている地域や観光地など 社3

18 外国人が増えているのに、外国人への差
別や偏見が無くならない状態

海外の人が働く店 文1

19 外国人の人すべてが悪いというような風
潮がネットなどで、ささやかれているの
か

外国人が多い場所 社1

20 外国人観光客がたくさん日本に訪れてく
れているのに、日本は国としての赤字が
物凄くあるもの

どこで発生しているのか、正直分から
ないです。だからこそどこで起こって
いるのか知りたいと思っております。

文2

21 外国人観光客に対して、排斥する運動が
近年増加している

観光地など 法2

22 外国人観光客の影響で日本人が苦しまな
くてはならないのか

日本の観光地など 法1

23 外国人労働者を制度が整ってない中で受
け入れ数を増やしていくことは大丈夫な
のか

雇っている人たちのところ、その人た
ちが住んでいる周辺地域、役所

法2

24 環境問題の深刻さを知っていても、行動
する人が少ない

観光地や駅前、公園など人が多いとこ
ろ。地域の清掃活動

文1

25 観光客と通勤通学の電車を分けないもの 京都駅や京都市内の駅の駅長室や近
鉄、JR本社

文1

26 観光客は特定の観光地に密集する心理 　 社3
27 観光地では観光客の増加が地域住民の生

活に悪い影響を与えているのか
観光地 文1

28 観光地の中で訪れる側と迎える側がとも
に幸せになれる観光とはあるもの

人が集中しやすい観光地では環境汚染
や交通上の問題などは絶えないと思
う。

文1

29 京都では、観光の発展が地域の暮らしの
不便さや環境問題を生み出してしまうの
か

祇園や嵐山、清水寺周辺など、観光客
が集中する地域。観光のにぎわいの裏
で、交通渋滞・ごみ問題・騒音などが
地元住民の生活に影響している。現地
で人々の声を聞いたり、観光客と地域
住民の行動を観察したりすることで課
題の実態を知ることができる。

文1

30 京都にはインドカレー屋が多い 京都府内 社1
31 京都には古い文化が残り続けてるのか 能とかをしている人舞妓さん、観光客

ではなくて着物を着ている人に話を聞
く。

法1

32 京都の道幅は狭いのか 住宅街 文3
33 京都はオーバーツーリズムなのに対策さ

れないまま
四条河原町、錦通りなど 文4

34 京都市のバスは人であふれているのか 通学時に、バスに乗る 社1
35 極論がはびこるのか 特定しきれないほど多くで 文1
36 現在、私たちの社会の中で起きている社

会問題を解決する中で、私たちが個人と
してできることは？

社会的な雰囲気や直接肌を通して感じ
たこと、記事による情報収集。

文1

37 交通渋滞が改善しない場所がありその原
因は何

交通量の多い大通り　交通を管理して
いる役所

文1

38 公共の場でのマナー（ポイ捨て・騒音・
順番を守らないなど）が守られない人が
いるのだろうか？

駅、バス停、観光地など、人が多く集
まる場所で観察すると、マナー意識の
違いが見られる。

文1

39 今の日本は物価高 スーパーや商店、飲食店 文1
40 最近、排外主義が広まっているのか？ SNSなどでの投稿 法1
41 最近の人々から戦争への危機感を強く感

じることが出来ない
日本中の大学など若者が集中している
場所

文1

42 最近は日本人対外国人の構図ができ、メ
ディアもそれを促しているのか。また、
なぜ最近は犯罪が起きるとまず外国人だ
と疑う日本人が増えた

観光地で、オーバーツーリズムにより
日常生活が迫害されている場面。

社3

43 初等教育の質の低下 小学校 文1
44 女子大生や女子高校生の間でもパパ活が

流行っており、パパを持っていることが
ステータスだと考えてしまう子が増えて
いる

SNSメインだと思います。ただ高級ブ
ランドが流行っていることが原因の一
つだとも考えられる。

国3

45 少数の意見を尊重し、大多数を困らせる
事案が発生している

イスラム教生徒への給食配慮や、
LGBTQの方のために温泉やその他の場
所で心を男女の判断基準とするなど(詳
しくないので間違っていたら申し訳な
いです)

文1

46 食堂の食料の配分は適量 大学の食堂 法1
47 真面目に働いても生活が苦しい人がいる バイト先や職場。働いている人たちの

話を聞くと、立場や環境によって見え
てくる問題が違うことが分かると考え
る。

文1

48 人は人と関わるのか 人と人の間 文1
49 戦争はなくならない 紛争地　首脳会談の見学　宗教施設　

エルサレム　軍事国家　日本の政治の
場　

社2

50 痩せている方がかわいい SNS 社3
51 地域によって、ゴミが多いところと少な

いところがあるのか？
心斎橋やアメ村はゴミが多い 社1

52 地域交流が減っている現状 自治会や町内会の集まりなど 法4
53 伝統文化が少なくなってきている 京都のお寺や歴史的価値があるものが

ある場所
法1

54 日本では、宗教上の制限や菜食主義の
人々への配慮が他国と比べてあまりない

立命館大学の留学生向けの寮の食堂の
メニューはどのようになっているのか

文1

55 日本の学校教育における英語はあんなに
も非実用的

学校？文部科学省？ 法4

56 日本はうつ病や精神的不調への理解や受
容が不足している状態

心療内科やメンタルクリニックなど治
療の現場、人格形成の主要な場である
教育の現場、そのような人々の生活を
支える福祉の現場

文2

57 日本人は遠慮してしまう 観光地など、海外の人も日本人の人も
たくさんいる複雑な環境で人間を観察
することが大切だと思います。

文1

58 物価が高騰しているのか 農家さん 国1
59 米の高騰が進んでいるのか 全国の農家 法2
60 夜になると交通ルールを守らない人が多

いのか
夜の街 法2

61 留学生の多くが野菜の少なさに困ってい
るのか。宗教的な問題も絡んでくる

食堂、留学生の寮 文1

62 諒有館はほかの学食に比べて混んでいる 諒友館と存心館と以学館 文2

４．その他、感想や質問があれば自由に記入してください。（9人記述）

感想（共有を希望した5人）

1. この記事を通して、「静けさ＝日本人の美徳」とされる背景にある他者を思う心を再認識した。しか
し、その思いやりの形が一面的になると、かえって他者を排除することもあるのではないかと感じた。
（文1／石崎 洋吏さん）
2. これからもナイトスクープたくさん見せてください！（文1）
3. デスクワークで考えることの難しさを感じた。やはり実際の現場に行っていれば、五感で感じながら
考えれば、もっと気づけることがあるのではないかと思い、若干のもどかしさを感じた。（社2）
4. 一回目よりも深い議論ができてよかった。（文1）
5. 今回のグループワークでは、日本（というか立命館食堂）の、多文化への配慮の遅れが見られる一面
に対して熱心に疑問を投げかけるメンバーの他人を気遣う一面や、他のメンバーの、タイと日本の食文
化の違いについて経済面での違いなどをさらりと指摘する冷静さを知れて、グループに対して前向きな
気持ちが大きくなり嬉しかったです。（文2）

質問

今回は特に寄せられませんでした
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第2回コミュニケーションアンケートの共有

第2回授業で説明のとおり、今回の取り組みは、北出慶子先生(文学部)を代表とした研究プロジェクト（越
境的学び）の実践から、グループワークを組み立てました。それぞれ、丁寧に体験を言葉にしていただき、
ありがとうございました。匿名で集計した以下の結果について、立命館大学生らの見解として、今後、参考
にさせてください！

1．河北新報の記事「留学生の視点」の読み解きについて

(1)選んだ記事（61人回答）

1. ごみ…15
2. お米…0
3. 名前…0
4. アナウンス…6
5. 静けさ…6
6. 学食…34

(2)その記事を選んだ（決まった）理由（59人回答）

1. 記事で取り扱われている問題が自分も感じているものだったから…30
2. 記事の内容は個人の感想に収まらず大きな社会問題と感じたから…14
3. その場面にもし自分がいたらどうするかを考えてみたかったから…15

＜具体的な理由など＞（40人記述）
1. ごみ（10人記述）
 1. 記事で取り扱われている問題が自分も感じているものだったから（5人記述）
1. ゴミを拾う人もいれば捨てていく人もいるというのが、社会の諸問題の原因をあらわしているようだ
と考えた（文1）
2. ごみ拾いについてしょっちゅう考えることがあったため（法1）
3. 最近はともかく、10年前の日本は綺麗だったから。（文4）
4. 自分自身ゴミが散らかっていても拾ったりしなかったので、記事を読んでとても実感したから。（社
1）
5. 日本文化としての良さを感じたから（法1）

 2. 記事の内容は個人の感想に収まらず大きな社会問題と感じたから（3人記述）
1. ごみの散乱やポイ捨てはその場の景観や治安だけではなく、環境問題や海洋汚染など地球規模の問題
に発展すると思ったから。（文1）
2. コンビニのゴミ箱が満杯で周辺が散らかっているという状況は稀ではないと思いますが、記事にでて
きたようにちゃんとごみを拾う男性がいる一方で、留学生を含めて「汚い」と感じているにも関わらず
ほとんどの人が見て見ぬふりをするという現状がよくないと考えたからです。（法2）
3. なぜポイ捨てが無くならないのか、またその事について大半の人が何もしないことを深掘ってみたい
と思ったから。（文1）

 3. その場面にもし自分がいたらどうするかを考えてみたかったから（2人記述）
1. ゴミ拾いに関心がなかったが、海外の人の視点を知れると思ったから（法2）
2. 周りの意見で自然と決まっていったが、自分のなかの理由としては、自分がその場に居た時は、新聞
記事のおじさんと違う行動を取ったかなと考えたので、その記事について考えてみたかった。（法4）

4. アナウンス（1人記述）
 2. 記事の内容は個人の感想に収まらず大きな社会問題と感じたから（1人記述）
1. 日本の店内や電車内は、他国と比較すると静かで、どちらかというと日本人が外国人の話し声などを
うるさく感じることが多いと思っていたため、アナウンスのがたくさんありうるさいと思う外国人の存
在に驚いた。（社3）

5. 静けさ（6人記述）
 1. 記事で取り扱われている問題が自分も感じているものだったから（2人記述）
1. にぎやかな場所と静寂な場所でにぎやかにするか静かにするか、いろいろ考えさせられるなと感じた
ため。（文1）
2. 国民性の違いを感じたから。／自分は日本人の文化に慣れているが、外国人の文化にも良さを感じ、
それぞれについて考えてみたかったから。（社2）

 2. 記事の内容は個人の感想に収まらず大きな社会問題と感じたから（3人記述）
1. この文章では、電車や公共の場で静けさを保つという日本人の習慣を、単なるマナーとしてではなく
「他人を思いやる行動」として書かれている。私自身も、公共の場での音や話し声に敏感になることが
あり、この問題は日常生活に深く関わっていると感じる。社会全体での「他者への配慮」のあり方を考
えさせられる内容だと考えたから。（文1）
2. 日本人が快適だと感じている環境が、必ずしも他の国の人々も同様に感じる訳ではないということに
気づかされたから。（法1）
3. 日本人は、公共の場で静かにすることが礼儀だと思っているけれど、ネパールの人にとっては静けさ
が寂しいみたいで、静かにすることだけが正義ではないのかと思ったから。（法1）

 3. その場面にもし自分がいたらどうするかを考えてみたかったから（1人記述）
1. 個人的に自分も消極的で先に他人に話しかけるのが下手で自分もそういう雰囲気の中にいてたらどう
するのがいいかに対して話してみたかったです。（文1）

6. 学食（23人記述）
 1. 記事で取り扱われている問題が自分も感じているものだったから（15人記述）
1. 1人ひとつあげるという方式で、グループ内の半数がまず自身も感じていることであることに挙げ、そ
れが全員が感じたことがあるものであったため。（社3）
2. おかずに比べて野菜の量が適当でないから。（法1）
3. この選択肢以外の問題については、今までに高校の授業や大学の授業さらには、テレビで取り上げら
れていたことがあったので、初めて見る問題である「学食」にしました。（文2）
4. スポーツをしており、体重管理・健康管理を行っているため、学食で野菜の少なさを感じたり、揚げ
物の多さを感じることがあったため。（社2）
5. フルーツが高い（文1）
6. 外食をする時に、野菜を使った料理の美味しいお店をあまり見かけず、ラーメンやハンバーグなどば
かり食べてるから（法2）
7. 学食のアンケートに実際に野菜の種類を増やしてほしいと書いたことがあり、共感できたから。（文
2）
8. 私たちの行動で解決できそうな問題だったから。（法1）
9. 脂質に気をつけていることもあり、学食のメニューを選ぶ際に揚げ物が多いことをいつも感じてい
た。（社3）
10. 実際に立命館大学の食堂の野菜が少ないと感じるため（法4）
11. 他のものより、疑問が明確で、自分も疑問に思う内容だったから。（法2）
12. 大学の食堂に新鮮な野菜がキャベツしかないという言葉に共感した。立命館の場合はオクラも新鮮
だと思うが新鮮な野菜は確かに少ない。（法1）
13. 日常的に感じていたことだったから。（社1）
14. 立命館大学の学食でも野菜は少ないように感じたから。（文3）
15. 立命館大学の学食も揚げ物が多めに提供されていて、もう少し品数が増えたらいいなと思ったから
です。（国1）

 2. 記事の内容は個人の感想に収まらず大きな社会問題と感じたから（4人記述）
1. これは学食に限らず、そもそも日本人が野菜を食べることに疎いのではなど考えが広がる気がしたか
ら（社3）
2. 学食で野菜が少ないという問題は健康に関係した問題であるのは事実だが、それ以上に宗教に関連し
たムスリムメニューなどの配慮が日本の中で欠けていることに関係しているなと気づいたから。（文1）
3. 食堂で困っているという問題が新聞の記事になっていることが珍しいと感じたため。（文1）
4. 単に日本という国や大学食堂の健康意識の話だけでなく、異文化共生に関する問題も内包している話
だと感じたからです。また班員の一人が、実際自分が学食でアルバイトをして感じていた問題点や疑問
を話してくれて、さらに興味深いなと感じました。（文2）

 3. その場面にもし自分がいたらどうするかを考えてみたかったから（2人記述）
1. 学食での問題は、今の私たちに一番近い問題であると感じたし、学食を利用している私たちが積極的
に取り組むことに意味があるのではないかと感じたからです。（社1）
2. 実際に知り合いにそういった課題を持っている人がいるから。（法2）

＜選択なし＞（2人記述）
1. 学食という身近な場所に関する問題だったから（社2）
2. 自らの経験を踏まえて、討論しやすかったから。（文1）

(3)記事を読み解いて気づいたことは？（記事の執筆者は○○だが、自分は○○だと思った）（62人記
述）

記事 理由 執筆者は 自分は 所属
1 1 ごみが散らかっていたら状況

で、コンビニ店員でもないお客
さんの日本人がごみを片付けて
いたことに、自国では他人任せ
にすることがあることから、そ
の現状に感激していた。

日本では当たり前だと思う人が多い一方
で、私はよくよく考えてみたら日本でも
率先してやる人は他国の人よりかは相手
の人のためになることをやるが、自分が
もし同じ状況だったら自分も他人任せで
素通りしてしまうかもと思った。そし
て、そう考えるのは私だけでなく、一部
の人は同じような場面を目の当たりにし
ても片づけないのではないだろうかとも
思った。

文1

1 1 ごみをひろう習慣がない地域出
身

ごみをひろうことがあたりまえの文化で
そだってきた

文1

1 1 外国人という目線で話している
が、

日本人のほとんどが同じようにゴミを拾
わない

社1

1 1 男性の行動に感動し、自分でも
行動するようになった。

今までどうりごみ拾いは積極的に行いた
い

法1

1 1 日本の素晴らしさを書いている 日本の課題 法1
1 1 目の前の人の行動を見て考え直

すことができた人
自分は気付かない可能性があるので反省
し改善していくべき

文4

1 2 ゴミが散乱している様子を見て
非常に不愉快な気持ちになった
が、日本人がゴミを率先して片
付けているのを見て、私も日本
を綺麗にするための役割を果た
したいと考えた

実際ゴミが街中で散乱しているのを見る
と、汚いなとは感じてしまうが、何か綺
麗に掃除することで病気になってしまっ
たらどうしようと考えてしまったり、そ
れを片付けようと行動に移すことはな
く、見て見ぬふりをしてしまうだろう

文1

1 2 日本について公共スペースがき
れいで治安の良い国であるとい
うイメージを抱いており、日本
がきれいなのはみんなが努力し
ているからだと考えているの

日本にも散らかっていたり汚れていたり
する公共スペースはたくさんあり、落ち
ているごみを見かけたら拾うといった努
力をしている人はそこまで多くない印象

法2

1 2 日本は治安が良くて、みんなが
綺麗にしようと努力していると
言っている

ごみが落ちていても見て見ぬふりをする
現状がある

文1

1 3 ゴミを拾う文化によって日本が
綺麗だと考えていた

あまりその文化について考えたことはな
かったので新たな観点

文1

1 3 日本がきれいなのは、みんなが
きれいにしようと努力している
こと

日本では学校で掃除を自分たちで行う習
慣があり、その経験を通して「使う場所
を自分で清潔に保つ」という意識が自然
に身につくため、社会全体でも公共の場
をきれいに保つ文化が根づいているから

文1

1 3 日本の社会的に一人一人が貢献
していることを記事に書いてい
た。

実際の日本人では、見て見ぬふりをする
人もいるのではないかと

法4

1 3 日本はみんなが努力しているか
ら日本がきれいであると思って
いるの

努力しないといけないと意識せずともで
きているのが日本人の特徴なのではない
か

法2

1 3 日本は綺麗だと語っていた 外国人が言うほど日本は綺麗ではない 社1
1 3 目の前でごみを拾った男性の行

動に感動し、あたかも全ての日
本人の特性として社会的な責任
感の高さを主張していた

全ての日本人がそのような特性を持って
いるというのは早上がりな考えで、日本
でも執筆者が目撃した男性の行動は頻繁
にあるものではない

社3

4 2 自国の文化と違いそのアナウン
スの親切さに気づけたの

そのアナウンスが日頃から聴いているの
で当たり前

社1

4 2 日本ではアナウンスがたくさん
流れてうるさいと思っていた

アナウンスに着目したことがなく、アナ
ウンスがない国からするとうるさく感じ
るの

社3

4 3 アナウンスの多さ、大きさに違
和感を感じていた

目に見えるものによって国と国の文化の
違いを感じると思っていたので、聞こえ
るものからも文化の違いを感じる

文1

4 3 違いの良さを理解し、より日本
文化に興味を持っていたの

同じように理解できるか、自信がないこ
と

社1

4 3 日本のアナウンスの多さに違和
感を感じた

日本はみんなのことを考えているから 社1

4 3 日本の高頻度のアナウンスに驚
いていた日本への留学生のアゼ
ルバイジャン人

その人のように新たな文化を知ってみ
る、触れてみるということを面白いと感
じる姿勢が人生で役立つもの

文1

5 1 ダバディ・サンバルダン 言われてみると、日本人は無意識に、静
かにするべき場所、騒いでも大丈夫な場
所のバランスを考えているなと改めてき
ずかされた

文1

5 1 日本の文化と外国の文化を比較
してそれぞれの良さを感じてい
る
日本人の「静かさ」を完全に
「尊敬」の気持ちと解釈してい
る

日本人の「静かさ」は、「尊敬」の気持
ちという「そんな高尚なもの」ではな
い。もちろん「尊敬」「尊重」の気持ち
が全くない訳ではないが、日本人にとっ
ては単なる習慣だからそうしている部分
も大きい
日本人一人一人が「尊敬」の気持ちを意
識しているというより、「周りがみんな
静かだから」のほうが日本人的な理由と
してしっくりくる

社2

5 2 「日本の静けさの文化は、他人
への思いやりから生まれてい
る」と伝えたかった。

静かであること自体が目的化してしま
い、人の多様な感じ方や表現が抑えられ
ることもあるの

文1

5 2 公共の場において、日本人が静
かにしたりする習慣と、楽しい
おしゃべりができるネパールの
習慣どちらにも良さがあるとい
うことを実感できれば、優しさ
と温かさのバランスが取れる

国とかによって異なる習慣があることを
実感することはとても大切ではある上
で、今いる国の習慣に合わせるのも大切

法1

5 2 日本人の公共施設での静かさに
少し寂しさを感じていたの

日本の公共施設の静かさが快適に感じ、
むしろ海外のように賑やかだと逆に落ち
着かないと感じるの

法1

5 3 30歳のネパール人（留学生） 外国人労働者 文1
6 1 タイ出身の大学生 日常の小さなことから気づきや考えを出

すことができる人
文1

6 1 タイ生まれということもあり野
菜が多く脂の少ない食事をして
きた。

正直にいうと野菜はそこまで学食に必要
なものではなくどんぶりや揚げ物などの
手に取りやすかお腹に溜まる食べ物の需
要が学食ではあると感じた。

文3

6 1 安いので毎日昼ごはんを学食で
食べていて、学食のメニューに
キャベツくらいしか野菜がない
と言っていた。

最近の物価高騰で色々な種類の野菜を多
く使うことと学食で安く食事すること両
方を求めるのは難しい

法1

6 1 学食での栄養バランスを気にし
ている

学食での栄養バランスを気にするため、
自身で足りない栄養を用意していくよう
にしなければならないの

社2

6 1 学食のメニューにもっと野菜を
増やすべきだと考えている

学生が気軽に健康的な食事を選べるよう
に値段や味の工夫も必要

文1

6 1 学食の栄養バランスの偏りを気
にしていた

学食メニューの栄養バランスの偏りが気
になったことはなかった

国1

6 1 学食の揚げ物が多いことに対し
て疑問と不満を持っていた

小鉢などでは野菜がメインのものがほと
んどであり、なぜそれを食べないのかが
疑問

国3

6 1 学生の健康のためにバランスの
取れた食事に、メニューを変更
するべきだと考えている

学食のメニューが嫌なら、30代なのだ
し自分でお弁当を作って持っていけばい
いのではないか

文1

6 1 健康増進のためにも、野菜や果
物をメニューに増やすべきだ
と、食堂側の否を主張してい
た。

そもそも大学生が、自分の健康状態にあ
まり気を使っていないと思った。

社1

6 1 自分の思い描く和食のイメージ
との乖離や出身国との違いから
意見していた

実家の料理との比較で考えていたため、
視点が違っている

文2

6 1 若い人の健康はとても重要であ
り、学生の健康のために食堂で
は、もっとバランスの取れたメ
ニューを出すべきと考えてお
り、実現できていないのは安価
でないからという考え

たしかに、食堂では、もっとバランスの
取れたメニューを出すべきと考えている
が、安価でそう言ったものを提供できる
からこそ学食の価値があるの

社3

6 1 食堂に揚げ物が多く、野菜を増
やして欲しいと思っていた

食堂のメニューに不安があるならば、自
炊にも挑戦すれば良い

法1

6 1 新鮮な野菜がキャベツしかない
と言っていた

小鉢でキャベツ以外の野菜も摂取するこ
とができる

社1

6 1 新聞にまで意見を投稿できるよ
うな行動力がある人

それに疑問を抱きつつも仕方ないと受け
入れ、行動に移そうともしない

法4

6 1 大学の学食の話をしていたが 下宿生と実家生でも一日の野菜摂取量が
異なる

法1

6 1 日本の学食は、野菜不足や油の
多い料理が多いことを問題視し
ている。

確かにこの記事の内容に凄く共感できる
部分があるが、対策することは出来る問
題

文2

6 1 日本の食を和食だと捉えていた
の

すべての日本食は和食ではないの 法1

6 1 日本食があまり野菜を使わなく
なっているという考えだった
が、

食事の国際化により、アメリカンなジャ
ンクフードや、パスタ、ラーメンなどの
麺類の種類が普及したことが起こした問
題

法2

6 1 日本食はもはや健康食ではなく
なってきていて、もっと野菜な
どを多く含んだ食べ物の提供を
すべきだと考えていた。

今の日本食、学食に揚げ物や油物が多
く、積極的に野菜を取ることが少なくな
っているのはその通りだと感じ、自分も
野菜をより取るべきだと感じました。

法2

6 1 日本人は和食などのヘルシーな
食事を好むの

日本の学生に人気のあるメニューが揚げ
物なの

社3

6 1 野菜が少ないと思っていた それが普通だと思っていた 文1
6 1 野菜の少なさに嘆いている 野菜の少なさだけでなく揚げ物が多すぎ

ることも問題
文1

6 2 日本の学食は野菜が少ないし野
菜料理導入すべきという主張

そもそもそれは需要が薄いからで、日本
人は野菜をあまり摂っていないのでは、
そもそもの野菜摂取の意識が薄いのが問
題

社3

6 2 日本の食堂にあるものだから、
並んであるものはすべて「和
食」だと思ったの

日本の食堂にあるからといってそこにあ
るものがすべて和食というわけではな
く、また和食を誇る日本の食堂にも、和
食以外のジャンキーな食べ物もあるの

文1

6 2 日本の料理が健康的だという世
界的な評価と実際自分が目にし
た不健康な食堂メニューや野菜
や果物を買うことが難しい現実
に矛盾を感じ、日本の食文化は
果たして本当に健康的なのか
と、素朴な観点から疑問を投げ
かけている。

確かに昨今の日本は野菜や果物が高騰
し、栄養バランスの良い食事を摂ること
が難しくなっており、それは解決すべき
課題だと私自身も感じている。実際今進
学のために一人暮らしをしているが、生
鮮コーナーの値札を見るたびに野菜へ向
かう手が引ける。火曜市の大特価にどれ
だけ助けられたか。
しかし一つ思うのは、国には国ごとの食
事情、つまりは食文化がある。多文化共
生が進む社会において、他国の文化に対
して自国の基準から批判をするという行
為は、それがどんなに的を得た内容だっ
たとしても、慎重に行うべきことではな
いだろうか。
例えばイギリスの主食はパンだが、それ
に対して私たちが「小麦粉は消化不良や
肥満を引き起こすから体に悪いのになぜ
イギリスはパンばかりなのか。もっとお
米を増やすべき。」と投げかけること
は、果たして適切な行為なのだろうか。
声高に発する前に、そこに絡む気候や土
壌の問題やイギリスの食文化を考慮する
ことはできないだろうか。何百年とパン
に親しんできた人々に対して「不健康
だ」と主張すれば、その社会の健康問題
は解決するのだろうか。
疑問に思うこと、問題だと思うことがあ
ったとき、それを批判するだけでなく、
なぜそのような問題が起きるのか知ろう
とする姿勢を忘れてしまったら、その言
葉によって誰かの大切なものを踏み躙っ
てしまうかもしれない。それは言葉をぶ
つけられた人間にとっても、ぶつけてし
まった人間にとっても悲しいことだと思
う。見つけた課題に対する探究心を持つ
ことはフィールドワークにおける重要な
要素だが、そうでなくたって私たちはい
つでも、自分と違う誰かを慮る気持ちを
忘れてはいけない

文2

6 2 日本へ留学に来たタイ人の学生
が学食の中で揚げ物が多くて、
野菜を使った料理が少ないので
もっとバランスの取れた食事を
増やすべきと述べていたの

それ以上に今日本への留学生が増えてい
る中で、もっと宗教やベジタリアンのこ
とを配慮の必要性を説くことへつながる
問題でもあるの

文1

6 2 揚げ物が多すぎて困っている 全く困らない、そういうもの 文1
6 2 留学生で、食堂では野菜が不足

していて脂っこい物が多いの
立命館の衣笠農園サークルに入れば解決 文1

6 3 学食に野菜が少ないことが課題
であるという意見であった。

学食で野菜のメニューを増やしても、そ
れ以外の揚げ物などを選ぶ生徒が多く、
結果的に食品ロスを引き起こすのではな
いか。

社1

6 3 毎日学食を利用するタイ人留学
生

あまりそういったことに対して普段の生
活の中では何も感じていなかった

文1

6 3 揚げ物が多く野菜が少ないメニ
ューが提供されることで学生の
健康に良くない考えていた。

野菜をメインとするメニューは少ないが
サイドメニューとして野菜を使用したメ
ニューがあるため学生の健康にさほど影
響しないメニュー

文1

6 3 留学生の中には日本人のあたり
まえとは違うものを持っている
ことを主張していたの

留学生を支援するというよりかは日本人
の国際化を進めるべき

法2

6 　 学生のお腹が満たされることよ
り栄養バランスを重視している
の

活動量を考慮してボリュームを優先する
べき

社2

6 　 食堂を毎日通うことで、和食は
揚げ物が多いと思っていた

食堂＝日本食、和食ではなく、食堂は日
本食だけではない。揚げ物が必ずしも、
日本食ではない。

文1

(4)記事の読み解きを通して学んだこと、特に模範的な市民として生きていく上で自分ができることは？

（100字程度を目安として記してみましょう。できることだけでなく、高い倫理観のもとで「あえて
しないこと」などに触れていただいても構いません。）

1. ごみ（15人中15人記述）
1. この話を聞いて、私も小さな行動の大切さを改めて感じた。私自身も、道端でごみを見つけたら拾う
ようにしたり、イベントのあとに自分のまわりを片づけたりするなど、身近な場所から行動を起こした
い。そうした積み重ねが、周囲に良い影響を与え、より気持ちのよい社会をつくることにつながると感
じている。（文1）
2. ゴミが近くに落ちていれば、知らないふりをするのではなく自分で拾い、綺麗にしていくことが大切
だと考えた。自分自身ゴミが落ちていても普段は拾わなかったが、この記事を読んで地球上に住む全員
が意識しなければならないと思った。（社1）
3. ごみが散乱している国では、治安が悪く環境への悪影響につながるだけでなく、景観が悪くなること
で観光客が減少したりなど経済への影響をももたらしかねないことを学んだ。模範的な市民として生き
ていく上でごみを持ち帰る習慣をつけることや、自分も地域の一員であるという意識を常に持つことが
自分にできることだと思う。（文1）
4. ゴミ箱の周りにゴミが散らかってるなどの状況があれば、もちろんすぐにでも行動したいが、周りに
外国人や小さな子供がいる時にはその人の行動を少し観察してみたいなとも思った。（法1）
5. コンビニや自動販売機の横にあるゴミ箱などは既にいっぱいになってしまっていて、捨てられないな
と思ったことが何度もあった。自分が出来る範囲の模範的な行動となると、捨てるべきではないところ
に捨てないということが考えられる。（社1）
6. 私が思う自分ができることは、物事を少しでも良い方向に向けるように行動することです。記事のよ
うにゴミ箱が満杯で捨てることができず、自分が片づけることにはどうしても抵抗があったら店員さん
に声をかけるなど、悪い現状のまま放置しないということは誰にでもできるはずなので、私も行動する
努力をしたいと思います。（法2）
7. 私はこの記事を通して、模範的な市民として大切なのは「自分には関係ない」と思わずに、周囲のた
めに小さな行動を起こすことだと学んだ。ごみを拾うなどの行動を、誰かが見ていなくても自然にでき
る人になりたいと思った。（文1）
8. 私は喫煙者だが、周囲の人のように歩きタバコも吸い殻のポイ捨てもしない。これを今後も継続し、
友人が行なっていたら注意することも記事同様街を綺麗にする一歩になるのではないかと考えた。（文
4）
9. 自発的にゴミを拾う姿勢をみせることで周りもそれにつられてゴミを拾うようになること（文1）
10. 自分が模範的に生きていく上で大事だと思ったことは、家から出た瞬間からどこでも誰かに見られ
ている、参考にされていると意識して生きることだと思った。意識がけることは普段の自分を客観的に
反省する機会も生まれると考えている。（法2）
11. 自分はそこまでボランティア精神を持って生きていた訳では無いが、セルフでごみを片付ける店に
行った時、汚れていると気になってしまう部分もあるので、積極的にとは行かないが、自分のできる範
囲でゴミ問題を解決できる人になろうと考えた。（法4）
12. 人を変えるのは難しいが自分を変えることは容易にできるのであえて人にはゴミを捨てろなどを言
わずに一緒にいる時にさりげなく行動を見せて周りの人へ広げて行きたいと思っています。（法1）
13. 男性のような少し勇気のいる行動でも、誰かがそれによって己の行動を見直したり改善したりする
きっかけになるのならば、周りの視線を気にしすぎずに自分が「良い」と思う行動をすることが大事で
ある。また、それは自分にもできることであると考えた。（社3）
14. 日本という地に住む住人として、やはり治安的な問題やその場の衛生状況も悪くなってしまったら
不快な気持ちになってしまうとは思うが、自分から率先して何かをしようと行動に移せるかと言われる
と難しいなとは感じた。（文1）
15. 模範的市民として生きるためには、ごみをポイ捨てする側の、乱す人間ではなく、拾う人間、環境
を整える人間になる必要がある。積極的な呼びかけでなくとも、模範となる行動を行えば真似られると
思う。（文1）

4. アナウンス（6人中6人記述）
1. 記事の執筆者は、はじめはアナウンスに対してマイナスな印象を持っていたが、老若男女の地域住民
や自分自身がアナウンスに助けられていると感じ、様々な国によってやり方は異なることを学んでい
た。私も、多様な文化を受け入れ視野を広げていきたいと思った。（社3）
2. 困っている人がいたら積極的に声をかけてあげるということ。また、そういう気づきがあることから
日頃自分達が何気なく過ごしている場所でも色々なことに耳を傾け、目を凝らしさまざまな人の優しさ
に気づいていきたい。（社1）
3. 自分の地域に根付いている文化が、他地域ではまったく新しいものであるということはよくある。自
身の地域の文化を何も知らない人が訪れたときには、その慣習を学んでもらえるようにしたい。また、
自身が訪れた場合も積極的に文化を理解するべきだと学んだ。（文1）
4. 当初はアゼルバイジャンの文化と異なるという点で困っていた留学生が、日本の文化の意味を理解
し、良さに気付けていた。このように、私も異なる文化を拒絶するのではなくなぜそのようになってい
るのか、意味を考えていこうと思った。（社1）
5. 文化の違いを感じることは外国に行けば当たり前かも知らないけれど、言語の違い、風景の違い、食
べ物の違いのように大きな違い以外にもアナウンスの多さ、大きさのように小さい違いだけで文化の違
いを感じることを学びました。（文1）
6. 模範的な市民として生きていく上で日本のルールをしっかり理解することが大事だと思う。アナウン
スのこと、ゴミ問題であったり日本人としての自覚を持ち、留学生が思う疑問に関心を持ち、比較して
いくことが大切だと思う。（社1）

5. 静けさ（6人中6人記述）
1. この記事を通して、静けさは単に音を立てないという行為ではなく、他者を思いやる心の表れである
と学んだ。模範的な市民として生きるためには、自分の快適さだけでなく、周囲の人々が安心できる環
境を意識することが大切だと考える。また、思いやりを「押しつけ」にしないことも重要である。沈黙
を選ぶ場面もあれば、勇気をもって声をかける場面もある。状況に応じて柔軟に行動する姿勢を大切に
していきたい。（文1）
2. それぞれに文化や習慣があるのは仕方のないことだから、外国人が何か日本の慣習や文化に著しく外
れたことをしていたら、「見て見ぬフリ」ではなく、指摘することが大事だと感じた。その“指摘の仕
方”も、感情や不快感をぶつけるのではなく、ちゃんと「伝える」、「伝わる」ための“指摘”をする。
「this is not Japanese culture」のように英語などで。そうやって、1人が1人が対話することで、落
とし所を見つける。（社2）
3. 記事の読み解きを通じてまずは他人と私の違いを認識し、他人の立場を尊重し、他人の意見を大切に
しなければならないことを学びました。また、出来る限り他人を配慮し、自分ができる最善を尽くして
社会に風潮や雰囲気の変化に寄与することこそ模範的な市民として生きていくことではないかと考えま
した。（文1）
4. 公共の場で日本人が静かなのは、他の人への思いやりがあるからだと書かれていたけれど、私は正直
バスや電車で喋りたいことがあったら大きめな声で喋ってしまっていたので、他の人への思いやりを常
に持ちながら、友人とかと公共交通機関に楽しく乗るようにしたい。（法1）
5. 私たちにできることは雰囲気作りだとかんじました。やはり、文化的背景の違いを取り払うことは難
しいですし、その場所がどのような場所であるかを決めるのはそこにいる人間たちが作って言っている
と思うので、雰囲気作りが大切だと思いました。（文1）
6. 私は、特に日本のような一民族が総人口のほとんどを占めるような国では、自国の当たり前を疑って
みる姿勢が大切だと学んだ。思いやりの押し売りは時に人を困らせるという意識を持って、相手の立場
を想像しながら言動をしたいと思う。（法1）

6. 学食（34人記述）
1. このような問題に対し、目先のことを問題とするのではなくしっかり社会や文化を踏まえて俯瞰して
考えていくべきだと思った。日本人の根の問題を解析し、そこからなら自分ならその意識をどう変えて
いくか、そのヒントを日常から探してそれを解決の一助と考えていくべきだと思った。（社3）
2. この記事を読み解いて学んだことは、日常の中で見過ごされがちな「食」の重要性です。大学の食堂
に野菜が少ない問題から、健康的な食生活の大切さを学びました。模範的な市民として、まず自分が栄
養バランスを意識し、周囲にもその重要性を伝えることで、社会全体の意識向上に貢献できると感じま
した。（社1）
3. この記事を読んで、立命館大では留学生を多く受け入れているのに対し、食の充実度が足りないと感
じた。また、日本人の目線でも、健康面が心配になるようなバランスの学食が多いと感じた。（法2）
4. できることとしては、学食に関するアンケートなどに積極的に参加し、アンケートを広めることで意
見が届くようにすること。そして、立命館であれば、小鉢があるため、小鉢を中心に選らすこと。（社
2）
5. 何かを問題点だと感じた際にしっかりと声を上げることができる市民。／ただそこに理由づけや根拠
を持つことを前提とし、社会のためになるような意見を提案することとする。／自分のエゴによる発言
は控え、社会の利益を考える。（文1）
6. 海外の人から見た日本文化というものを見てみることで、新たな問題に気づくことができるのではな
いかと思ったり。模範的な市民として生きていく上で自分にできることは、日本人の国民性的に問題を
大きくしすぎないことが模範的な市民に求められていることであり、自分にできることだと考える。
（法4）
7. 外国人と日本人とで様々な事柄について共通の認識を持っていると決めつけず、お互いが違った認識
をしているかもしれないと常に考え、外国人がその認識の違いに困ってきたら率先して手伝ったり寄り
添ったりすることが挙げられると考えた。（法1）
8. 外国人のなかには日本の文化を求めて日本に訪れる人がたくさんいる。日本の文化というと、和食・
神社仏閣・アニメ・伝統芸能だけでなく、真面目な人が多い・親切・ゴミが落ちておらず清潔などとい
う氷魚t人の性質や社会の規範なども人の文化と捉えらえれる。それら日本の文化を外国人ががっかりす
ることなく享受できる日本にしたいと考える。例えば、神社仏閣ではマナーを守る・ゴミを拾うなど
だ。（文1）
9. 学食のメニューが偏っていると感じたときは、まず意見箱やアンケートを通じて丁寧に要望を伝える
ことが大切です。栄養面や多様な嗜好への配慮を具体的に示し、学生全体の健康や満足度向上を目的と
して提案すれば、建設的な改善につながります。（国1）
10. 学食は、学生の要望を運営に届けることができる制度があるため、メッセージボックスなどを通し
て、感じているところを運営に伝えるべきだと考えた。また、食事は人によって好みや文化が違うた
め、様々なルーツを持つ人が訪れる学食では選択肢が多い方が良いと考えた。（社3）
11. 記事の読み解きを通して、私にはない視点を知ることができて面白かった。一つの記事でいくつも
の問題点が見つかるのが楽しかった。特に、最後に発表してくれたチームの立命館の食堂から派生し
て、国際化されてないという問題を取りあげる話は面白かった。声を聴き、声をあげることが問題解決
の糸口（文1）
12. 記事の読み解きを通して食は互いの文化を理解するためにはとても必要なことだと思った。食は全
ての人が関わることだから広く視野を持ち、異なる文化に対しての思いやりや配慮が必要だと思った。
（文1）
13. 元々、最近グローバル化と言われ始めたのがあって、留学生に対する体制が十分に整っていないと
思った。 出てくる問題が逆に、このように少数であり、もはやいい所が出ているところから、日本は留
学生に対して優しいと思った（文1）
14. 高校では学食ではなくお弁当だったこともあり野菜の量について気にしたことがなかったが、意識
して学食を食べると本当に野菜が少なく、これからは野菜を採ろうと思った。また、学食だけでなく日
頃の食事でもサラダを追加しようと思う。（社1）
15. 今回の米の話など、外国人が主張しても、日本の経済の問題であるなどの、どうしようもないこと
もあると思うので、そこを理解してもらうことや、より良い生活を送ってもらうために代わりになる提
案をすることができると思う。（法2）
16. 私が提案したものとしては、意見箱や交渉を行うと言うことであった。実現したいのであれば、意
見を言うこと、発信することが大切であるというように思った。また、人の意見として野菜を寄付する
ということがあがったが、自分のできる範囲でまずは動いてみるということもできることであると考え
た。（社3）
17. 私はこの記事を通して、今まで何気なく食べていた学食が「確かに野菜が少ないなー」とも感じま
したし、「油を使った料理が多い」とも気づくことが出来ました。野菜不足や油の多量摂取は身体に凄
く悪いので、衣笠キャンパスの食堂にある目安箱などを使用して、意見を述べようと思いました。（文
2）
18. 私は大学の学食は揚げ物が多く、野菜や果物が少ないという外国との違いがあり、それは宗教やベ
ジタリアンで特定の物が食べられない人が困ることにもつながるということを学んだ。外国の学食を調
べて日本でも取り入れられることをアンケートなどで学食側に提案することができると考えられる。
（文2）
19. 私は野菜が嫌いなので友達でその留学生がいたらあげようと思います。人々は助け合いで生きてい
ると思うし、需要と供給で成り立っていると思います。その為、自身の野菜を食べてもらうことで留学
生は野菜が取れる、フードロスが減るという一石二鳥になると感じます。（文1）
20. 自分の行動が誰かに見られて恥ずかしいものではないかを考えたり、自分に関係のない出来事を見
てみぬふりをするのではなく、自分が住む街の、自分に関わることだと考えたりして生活すること。私
もゴミが落ちていたら拾おうと思う。（文1）
21. 実際、日本の食事は海外の様々な美味しいファーストフードやイタリア料理などの影響を自分達の
食生活にも強く受けているなと感じ、日本本来の健康的な日本食ではなくなっているため、野菜をより
取り入れて、かつ多くの人に受け入れてもらえる料理が必要だと思いました。（法2）
22. 情報のすべてに対して鵜呑みにするのではなくて、複数の視点と実際の経験を通じて物事の価値観
を理解すること。すると、一つの情報から様々な理解をし、自分の意見をもつことができる。（法1）
23. 食一つとっても、様々な背景を持つ人がいるのだとわかった。誰でも、食を楽しむことができるよ
うに対応できる状態を作っておく必要がある。／私は、「野菜を食べるようにすること」、「サークル
（農業サークル）で作った野菜を食堂に寄付することができる。（社1）
24. 食生活は自分の健康だけでなく、社会全体にも関わると感じた。今後は値段や量だけで選ばず、でき
るだけ野菜が多いものを選ぶように意識したいと思う。（文1）
25. 正直、私のような学生がこうした問題に直接的に関与することは難しいと思うが、学生（特に留学
生）にアンケートを実施する。その中で、今の学食メニューに関してどう思うかを質問し、彼らの意見
や提案を政府や教育機関に提出し、学食メニューを改善する。（文1）
26. 他の国の人は野菜や果物を食べる文化があると日本の習慣に適応するのが難しいこともあると知れ
た。食堂に野菜を増やしたメニューを作ることを提案することができると思う。しかし価格は上がると
思うので元のメニューを残すようにすることができると思う。（法1）
27. 多種多様な意見について多角的な視点から問題と捉えることが重要だと感じた。例えば食堂に揚げ
物のメニューが多いことは私たちのグループは物価や食事バランスの問題だと感じたが、授業内での他
のグループの発表は｢食堂のメニューの多国籍化｣が問題と捉えた。このような多角的な問題意識が解決
に繋がるだろう。（法1）
28. 農家の皆さんに利益が還元されればより供給も回りやすくなると思うので、できるだけ農家直営な
どの商品を選ぶ。／自分と違う人、もっと言えば自分の「普通」を満たさない人間に出会った時、軽蔑
や義憤を感じる気持ちをあけすけにしない。（文2）
29. 普段の生活に異変はないかや、あるいは当然だと思っていても実際は大きな問題に繋がるようなこ
とに注目して生活していくことが重要だと思った。またそういったことに注目して生活していくことの
重要性をこの授業を通して学ぶことが出来た。（文1）
30. 模範的な市民として生きていくためには､多角的な視点を持つことが大切であると考える。この場合
では人と話し合うだけでなく、様々な文献などを比較することによって多角的な意見を取り入れていく
ことが出来るようになる。（社2）
31. 模範的な市民として生きていくにはは疑い、思考することであるとで考える。世の中のものや先人
の考えが全て正しいとは限らない。であるならば、疑いのまなざしを失わず自ら考えることが必要では
ないか。（文1）
32. 様々な感じ方があるのはもちろんだけど一つの意見に偏らずにすることが必要だと感じた。野菜を
食べたい人、そうでない人のどちらも存在しているのだからどちらにも融通の効くような社会が求めら
れると思う。（文3）
33. 留学生が学食で野菜不足に困る現状に対し、地域農家や企業と連携し、手頃な価格で多様な野菜を
提供する仕組みを作ることが重要である。食文化の違いを尊重し、誰もが健康的に食事を楽しめる環境
を社会全体で整えるべきだ。（文1）
34. 留学生に対して困っていることがあれば、自分のできる範囲でアドバイスをして助けたいと思いま
した。また、確かに果物や新鮮な野菜が高いという問題は自分も感じているので、業務スーパーなどの
冷凍野菜をおいしく調理する方法も教えてあげたいと思いました、（国3）

2．現代社会の問題とフィールドの場面との関連づけ

(1)ロールプレイ（状況をもとに、2～3分程度の会話を作って演じること）を通して他者の思いを想像す
ることについて（62人回答）

1. 無自覚な思い込みから解放されリアリティが追求できると思う。…13
2. 自分は不得意だが、リアリティを追求する効果的な手段と思う。…34
3. 演劇的手法に慣れた人の監修がないと観点や内容が偏ると思う。…3
4. 結局は第三者の想像力では本人が語る内容には及ばないと思う。…11
5. その他…1

【その他の具体的な内容】（9人記述）
1. 無自覚な思い込みから解放されリアリティが追求できると思う。（13人中3人記述）
1. ある程度の役割を決めるときらその役と自身の考えがどれだけ一致するかを確認する必要がある。そ
の場合アドリブなどがうまく行きやすいため（社3）
2. グループの中で野菜を育てるサークルに入るものが学食へ野菜を寄付すると話し、知らない・思いつ
かないような意見をふいに知ることができた。（社2）
3. ロールプレイをすることで新たな解決案が見つかった。（文1）

2. 自分は不得意だが、リアリティを追求する効果的な手段と思う。（34人中3人記述）
1. 自分ではあまり効果的に出来なかったが、グループの他のメンバーはロールプレイにより、より自分
の経験に落とし込むことができて、社会問題を考えることが出来た。（法4）
2. 実際にその人の立場になって考えることのできる機会であると思う。（社1）
3. 第三者の演技をすることで新しい視点を見つけることができた（文1）

3. 演劇的手法に慣れた人の監修がないと観点や内容が偏ると思う。（3人中1人記述）
1. 会話を作って演じてみても、自分たちの発想の範囲内での行動に制限されている感覚があった（法
2）

4. 結局は第三者の想像力では本人が語る内容には及ばないと思う。（11人中1人記述）
1. やはりその当事者でない以上、その当事者の考えや見解を完璧に共感することは容易ではないと思い
ました。（文1）

5. その他（1人中1人記述）
1. 4の内容に概ね共感していますが、自身の固定概念を疑って今の自分とは違う立場について考慮し受
け入れる努力によって少しでもリアリティを追求できると思っていますし、想像することそのものに意
味があると考えています。また種々の社会問題がどのように日常生活で露出しているのかを考える力を
養うために、リアリティを追求して演じてみるというプロセスは一つの有効打であると思います。た
だ、逆に言ってしまうと、多角的でフラットな視点や、問題点を抽出する力、それを台本に落とし込む
技術が不足していると、偏った結論（台本）を導き出したり、取り組むこと自体が高いハードルになり
実践が困難になるという危うさとも隣り合わせなのではないだろうかと愚考します。（文2）

(2)自分とは異なる立場の人のことを知るために最も重要と考えるものは？（62人回答）

1. 人と出会う…50
2. 本を読む…2
3. 旅に出る…10

3．あなたが今、一番気になっていることは？（62人記述）

(1)私の現代社会への問い(入力必須)（なぜ～なのか？）
(2)その問題はどこで発生している？（言い換えれば「どこにフィールドワークにいくと、自分の問い

が生じている場面に触れることができるか？」）

No. なぜ どこ 所属
1 (インバウンド、オーバーツーリズムの
観点から)観光に魅力を感じるのか

観光地(京都であれば寺社など) 法2

2 「思いやり」が「静けさ」など特定の形
でしか表現されにくい

この問題は、公共交通機関や学校、職
場など、日常生活のあらゆる場面で見
られると考える。それらの現場で「本
当の思いやりとは何か」を考え、観察
してみたい。

文1

3 「文化」は成立し、伝承されている 自分の周りの至る所 法1
4 AIなどが普及発展する中で、多くの人々
は自身の労働や仕事に人間ならではの価
値を見出せずに不安や危機感をもってい
る現状のようにみえる状態

AIによる自動化が実際に進んでいる現
場、反対に進んでいない現場

人間ならではの価値が見出せていそう
な職業の職場など

社3

5 SNSでの発言は、どこまで「自由」であ
るべき

学校や大学、裁判所など 社1

6 オーバーツーリズム 有名な観光地

京都では、金閣寺や清水寺など。

社1

7 オーバーツーリズムと言われている 京都の観光地や観光地近くのスーパ
ー、コンビニなどの施設、駐車場や駐
輪場、公道。

法1

8 オーバーツーリズム問題が生じてしまう
状態

大学に行くバスなどの交通機関 社2

9 お祭りや伝統工芸の担い手不足による伝
統の衰退。

高齢化が進んだ田舎など。 法1

10 お米が高いのか 米農地、スーパー 社1
11 カフェや図書館などの家以外の場所で勉

強を行う人が増えている・多い

この勉強のできる場にどんな問題ある

図書館・カフェなど

学生や社会人

社2

12 ゴミのポイ捨てが多い 外国人観光客が多い観光名所 社1
13 どの職業の業界も「人手不足」 特に人手不足な業界の職場と、逆に人

手が足りている業界(あれば)の職場
文1

14 フルーツがこんなに高いのか 近くのスーパー 文1
15 みんなに愛されていた京都の錦市場は現

地人の使わないぼったくり市場になって
しまった

錦市場や大阪の黒門市場、金沢の近江
町市場など。

社3

16 闇バイトがおおく存在している現状 大学生など正規雇用の人に比べて生活
が不安定な人に多い

文1

17 移民や大量の外国人旅行客に対して不安
感を抱いてしまう

民泊が集まっている地域や観光地など 社3

18 外国人が増えているのに、外国人への差
別や偏見が無くならない状態

海外の人が働く店 文1

19 外国人の人すべてが悪いというような風
潮がネットなどで、ささやかれているの
か

外国人が多い場所 社1

20 外国人観光客がたくさん日本に訪れてく
れているのに、日本は国としての赤字が
物凄くあるもの

どこで発生しているのか、正直分から
ないです。だからこそどこで起こって
いるのか知りたいと思っております。

文2

21 外国人観光客に対して、排斥する運動が
近年増加している

観光地など 法2

22 外国人観光客の影響で日本人が苦しまな
くてはならないのか

日本の観光地など 法1

23 外国人労働者を制度が整ってない中で受
け入れ数を増やしていくことは大丈夫な
のか

雇っている人たちのところ、その人た
ちが住んでいる周辺地域、役所

法2

24 環境問題の深刻さを知っていても、行動
する人が少ない

観光地や駅前、公園など人が多いとこ
ろ。地域の清掃活動

文1

25 観光客と通勤通学の電車を分けないもの 京都駅や京都市内の駅の駅長室や近
鉄、JR本社

文1

26 観光客は特定の観光地に密集する心理 　 社3
27 観光地では観光客の増加が地域住民の生

活に悪い影響を与えているのか
観光地 文1

28 観光地の中で訪れる側と迎える側がとも
に幸せになれる観光とはあるもの

人が集中しやすい観光地では環境汚染
や交通上の問題などは絶えないと思
う。

文1

29 京都では、観光の発展が地域の暮らしの
不便さや環境問題を生み出してしまうの
か

祇園や嵐山、清水寺周辺など、観光客
が集中する地域。観光のにぎわいの裏
で、交通渋滞・ごみ問題・騒音などが
地元住民の生活に影響している。現地
で人々の声を聞いたり、観光客と地域
住民の行動を観察したりすることで課
題の実態を知ることができる。

文1

30 京都にはインドカレー屋が多い 京都府内 社1
31 京都には古い文化が残り続けてるのか 能とかをしている人舞妓さん、観光客

ではなくて着物を着ている人に話を聞
く。

法1

32 京都の道幅は狭いのか 住宅街 文3
33 京都はオーバーツーリズムなのに対策さ

れないまま
四条河原町、錦通りなど 文4

34 京都市のバスは人であふれているのか 通学時に、バスに乗る 社1
35 極論がはびこるのか 特定しきれないほど多くで 文1
36 現在、私たちの社会の中で起きている社

会問題を解決する中で、私たちが個人と
してできることは？

社会的な雰囲気や直接肌を通して感じ
たこと、記事による情報収集。

文1

37 交通渋滞が改善しない場所がありその原
因は何

交通量の多い大通り　交通を管理して
いる役所

文1

38 公共の場でのマナー（ポイ捨て・騒音・
順番を守らないなど）が守られない人が
いるのだろうか？

駅、バス停、観光地など、人が多く集
まる場所で観察すると、マナー意識の
違いが見られる。

文1

39 今の日本は物価高 スーパーや商店、飲食店 文1
40 最近、排外主義が広まっているのか？ SNSなどでの投稿 法1
41 最近の人々から戦争への危機感を強く感

じることが出来ない
日本中の大学など若者が集中している
場所

文1

42 最近は日本人対外国人の構図ができ、メ
ディアもそれを促しているのか。また、
なぜ最近は犯罪が起きるとまず外国人だ
と疑う日本人が増えた

観光地で、オーバーツーリズムにより
日常生活が迫害されている場面。

社3

43 初等教育の質の低下 小学校 文1
44 女子大生や女子高校生の間でもパパ活が

流行っており、パパを持っていることが
ステータスだと考えてしまう子が増えて
いる

SNSメインだと思います。ただ高級ブ
ランドが流行っていることが原因の一
つだとも考えられる。

国3

45 少数の意見を尊重し、大多数を困らせる
事案が発生している

イスラム教生徒への給食配慮や、
LGBTQの方のために温泉やその他の場
所で心を男女の判断基準とするなど(詳
しくないので間違っていたら申し訳な
いです)

文1

46 食堂の食料の配分は適量 大学の食堂 法1
47 真面目に働いても生活が苦しい人がいる バイト先や職場。働いている人たちの

話を聞くと、立場や環境によって見え
てくる問題が違うことが分かると考え
る。

文1

48 人は人と関わるのか 人と人の間 文1
49 戦争はなくならない 紛争地　首脳会談の見学　宗教施設　

エルサレム　軍事国家　日本の政治の
場　

社2

50 痩せている方がかわいい SNS 社3
51 地域によって、ゴミが多いところと少な

いところがあるのか？
心斎橋やアメ村はゴミが多い 社1

52 地域交流が減っている現状 自治会や町内会の集まりなど 法4
53 伝統文化が少なくなってきている 京都のお寺や歴史的価値があるものが

ある場所
法1

54 日本では、宗教上の制限や菜食主義の
人々への配慮が他国と比べてあまりない

立命館大学の留学生向けの寮の食堂の
メニューはどのようになっているのか

文1

55 日本の学校教育における英語はあんなに
も非実用的

学校？文部科学省？ 法4

56 日本はうつ病や精神的不調への理解や受
容が不足している状態

心療内科やメンタルクリニックなど治
療の現場、人格形成の主要な場である
教育の現場、そのような人々の生活を
支える福祉の現場

文2

57 日本人は遠慮してしまう 観光地など、海外の人も日本人の人も
たくさんいる複雑な環境で人間を観察
することが大切だと思います。

文1

58 物価が高騰しているのか 農家さん 国1
59 米の高騰が進んでいるのか 全国の農家 法2
60 夜になると交通ルールを守らない人が多

いのか
夜の街 法2

61 留学生の多くが野菜の少なさに困ってい
るのか。宗教的な問題も絡んでくる

食堂、留学生の寮 文1

62 諒有館はほかの学食に比べて混んでいる 諒友館と存心館と以学館 文2

４．その他、感想や質問があれば自由に記入してください。（9人記述）

感想（共有を希望した5人）

1. この記事を通して、「静けさ＝日本人の美徳」とされる背景にある他者を思う心を再認識した。しか
し、その思いやりの形が一面的になると、かえって他者を排除することもあるのではないかと感じた。
（文1／石崎 洋吏さん）
2. これからもナイトスクープたくさん見せてください！（文1）
3. デスクワークで考えることの難しさを感じた。やはり実際の現場に行っていれば、五感で感じながら
考えれば、もっと気づけることがあるのではないかと思い、若干のもどかしさを感じた。（社2）
4. 一回目よりも深い議論ができてよかった。（文1）
5. 今回のグループワークでは、日本（というか立命館食堂）の、多文化への配慮の遅れが見られる一面
に対して熱心に疑問を投げかけるメンバーの他人を気遣う一面や、他のメンバーの、タイと日本の食文
化の違いについて経済面での違いなどをさらりと指摘する冷静さを知れて、グループに対して前向きな
気持ちが大きくなり嬉しかったです。（文2）

質問

今回は特に寄せられませんでした
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第2回コミュニケーションアンケートの共有

第2回授業で説明のとおり、今回の取り組みは、北出慶子先生(文学部)を代表とした研究プロジェクト（越
境的学び）の実践から、グループワークを組み立てました。それぞれ、丁寧に体験を言葉にしていただき、
ありがとうございました。匿名で集計した以下の結果について、立命館大学生らの見解として、今後、参考
にさせてください！

1．河北新報の記事「留学生の視点」の読み解きについて

(1)選んだ記事（61人回答）

1. ごみ…15
2. お米…0
3. 名前…0
4. アナウンス…6
5. 静けさ…6
6. 学食…34

(2)その記事を選んだ（決まった）理由（59人回答）

1. 記事で取り扱われている問題が自分も感じているものだったから…30
2. 記事の内容は個人の感想に収まらず大きな社会問題と感じたから…14
3. その場面にもし自分がいたらどうするかを考えてみたかったから…15

＜具体的な理由など＞（40人記述）
1. ごみ（10人記述）
 1. 記事で取り扱われている問題が自分も感じているものだったから（5人記述）
1. ゴミを拾う人もいれば捨てていく人もいるというのが、社会の諸問題の原因をあらわしているようだ
と考えた（文1）
2. ごみ拾いについてしょっちゅう考えることがあったため（法1）
3. 最近はともかく、10年前の日本は綺麗だったから。（文4）
4. 自分自身ゴミが散らかっていても拾ったりしなかったので、記事を読んでとても実感したから。（社
1）
5. 日本文化としての良さを感じたから（法1）

 2. 記事の内容は個人の感想に収まらず大きな社会問題と感じたから（3人記述）
1. ごみの散乱やポイ捨てはその場の景観や治安だけではなく、環境問題や海洋汚染など地球規模の問題
に発展すると思ったから。（文1）
2. コンビニのゴミ箱が満杯で周辺が散らかっているという状況は稀ではないと思いますが、記事にでて
きたようにちゃんとごみを拾う男性がいる一方で、留学生を含めて「汚い」と感じているにも関わらず
ほとんどの人が見て見ぬふりをするという現状がよくないと考えたからです。（法2）
3. なぜポイ捨てが無くならないのか、またその事について大半の人が何もしないことを深掘ってみたい
と思ったから。（文1）

 3. その場面にもし自分がいたらどうするかを考えてみたかったから（2人記述）
1. ゴミ拾いに関心がなかったが、海外の人の視点を知れると思ったから（法2）
2. 周りの意見で自然と決まっていったが、自分のなかの理由としては、自分がその場に居た時は、新聞
記事のおじさんと違う行動を取ったかなと考えたので、その記事について考えてみたかった。（法4）

4. アナウンス（1人記述）
 2. 記事の内容は個人の感想に収まらず大きな社会問題と感じたから（1人記述）
1. 日本の店内や電車内は、他国と比較すると静かで、どちらかというと日本人が外国人の話し声などを
うるさく感じることが多いと思っていたため、アナウンスのがたくさんありうるさいと思う外国人の存
在に驚いた。（社3）

5. 静けさ（6人記述）
 1. 記事で取り扱われている問題が自分も感じているものだったから（2人記述）
1. にぎやかな場所と静寂な場所でにぎやかにするか静かにするか、いろいろ考えさせられるなと感じた
ため。（文1）
2. 国民性の違いを感じたから。／自分は日本人の文化に慣れているが、外国人の文化にも良さを感じ、
それぞれについて考えてみたかったから。（社2）

 2. 記事の内容は個人の感想に収まらず大きな社会問題と感じたから（3人記述）
1. この文章では、電車や公共の場で静けさを保つという日本人の習慣を、単なるマナーとしてではなく
「他人を思いやる行動」として書かれている。私自身も、公共の場での音や話し声に敏感になることが
あり、この問題は日常生活に深く関わっていると感じる。社会全体での「他者への配慮」のあり方を考
えさせられる内容だと考えたから。（文1）
2. 日本人が快適だと感じている環境が、必ずしも他の国の人々も同様に感じる訳ではないということに
気づかされたから。（法1）
3. 日本人は、公共の場で静かにすることが礼儀だと思っているけれど、ネパールの人にとっては静けさ
が寂しいみたいで、静かにすることだけが正義ではないのかと思ったから。（法1）

 3. その場面にもし自分がいたらどうするかを考えてみたかったから（1人記述）
1. 個人的に自分も消極的で先に他人に話しかけるのが下手で自分もそういう雰囲気の中にいてたらどう
するのがいいかに対して話してみたかったです。（文1）

6. 学食（23人記述）
 1. 記事で取り扱われている問題が自分も感じているものだったから（15人記述）
1. 1人ひとつあげるという方式で、グループ内の半数がまず自身も感じていることであることに挙げ、そ
れが全員が感じたことがあるものであったため。（社3）
2. おかずに比べて野菜の量が適当でないから。（法1）
3. この選択肢以外の問題については、今までに高校の授業や大学の授業さらには、テレビで取り上げら
れていたことがあったので、初めて見る問題である「学食」にしました。（文2）
4. スポーツをしており、体重管理・健康管理を行っているため、学食で野菜の少なさを感じたり、揚げ
物の多さを感じることがあったため。（社2）
5. フルーツが高い（文1）
6. 外食をする時に、野菜を使った料理の美味しいお店をあまり見かけず、ラーメンやハンバーグなどば
かり食べてるから（法2）
7. 学食のアンケートに実際に野菜の種類を増やしてほしいと書いたことがあり、共感できたから。（文
2）
8. 私たちの行動で解決できそうな問題だったから。（法1）
9. 脂質に気をつけていることもあり、学食のメニューを選ぶ際に揚げ物が多いことをいつも感じてい
た。（社3）
10. 実際に立命館大学の食堂の野菜が少ないと感じるため（法4）
11. 他のものより、疑問が明確で、自分も疑問に思う内容だったから。（法2）
12. 大学の食堂に新鮮な野菜がキャベツしかないという言葉に共感した。立命館の場合はオクラも新鮮
だと思うが新鮮な野菜は確かに少ない。（法1）
13. 日常的に感じていたことだったから。（社1）
14. 立命館大学の学食でも野菜は少ないように感じたから。（文3）
15. 立命館大学の学食も揚げ物が多めに提供されていて、もう少し品数が増えたらいいなと思ったから
です。（国1）

 2. 記事の内容は個人の感想に収まらず大きな社会問題と感じたから（4人記述）
1. これは学食に限らず、そもそも日本人が野菜を食べることに疎いのではなど考えが広がる気がしたか
ら（社3）
2. 学食で野菜が少ないという問題は健康に関係した問題であるのは事実だが、それ以上に宗教に関連し
たムスリムメニューなどの配慮が日本の中で欠けていることに関係しているなと気づいたから。（文1）
3. 食堂で困っているという問題が新聞の記事になっていることが珍しいと感じたため。（文1）
4. 単に日本という国や大学食堂の健康意識の話だけでなく、異文化共生に関する問題も内包している話
だと感じたからです。また班員の一人が、実際自分が学食でアルバイトをして感じていた問題点や疑問
を話してくれて、さらに興味深いなと感じました。（文2）

 3. その場面にもし自分がいたらどうするかを考えてみたかったから（2人記述）
1. 学食での問題は、今の私たちに一番近い問題であると感じたし、学食を利用している私たちが積極的
に取り組むことに意味があるのではないかと感じたからです。（社1）
2. 実際に知り合いにそういった課題を持っている人がいるから。（法2）

＜選択なし＞（2人記述）
1. 学食という身近な場所に関する問題だったから（社2）
2. 自らの経験を踏まえて、討論しやすかったから。（文1）

(3)記事を読み解いて気づいたことは？（記事の執筆者は○○だが、自分は○○だと思った）（62人記
述）

記事 理由 執筆者は 自分は 所属
1 1 ごみが散らかっていたら状況

で、コンビニ店員でもないお客
さんの日本人がごみを片付けて
いたことに、自国では他人任せ
にすることがあることから、そ
の現状に感激していた。

日本では当たり前だと思う人が多い一方
で、私はよくよく考えてみたら日本でも
率先してやる人は他国の人よりかは相手
の人のためになることをやるが、自分が
もし同じ状況だったら自分も他人任せで
素通りしてしまうかもと思った。そし
て、そう考えるのは私だけでなく、一部
の人は同じような場面を目の当たりにし
ても片づけないのではないだろうかとも
思った。

文1

1 1 ごみをひろう習慣がない地域出
身

ごみをひろうことがあたりまえの文化で
そだってきた

文1

1 1 外国人という目線で話している
が、

日本人のほとんどが同じようにゴミを拾
わない

社1

1 1 男性の行動に感動し、自分でも
行動するようになった。

今までどうりごみ拾いは積極的に行いた
い

法1

1 1 日本の素晴らしさを書いている 日本の課題 法1
1 1 目の前の人の行動を見て考え直

すことができた人
自分は気付かない可能性があるので反省
し改善していくべき

文4

1 2 ゴミが散乱している様子を見て
非常に不愉快な気持ちになった
が、日本人がゴミを率先して片
付けているのを見て、私も日本
を綺麗にするための役割を果た
したいと考えた

実際ゴミが街中で散乱しているのを見る
と、汚いなとは感じてしまうが、何か綺
麗に掃除することで病気になってしまっ
たらどうしようと考えてしまったり、そ
れを片付けようと行動に移すことはな
く、見て見ぬふりをしてしまうだろう

文1

1 2 日本について公共スペースがき
れいで治安の良い国であるとい
うイメージを抱いており、日本
がきれいなのはみんなが努力し
ているからだと考えているの

日本にも散らかっていたり汚れていたり
する公共スペースはたくさんあり、落ち
ているごみを見かけたら拾うといった努
力をしている人はそこまで多くない印象

法2

1 2 日本は治安が良くて、みんなが
綺麗にしようと努力していると
言っている

ごみが落ちていても見て見ぬふりをする
現状がある

文1

1 3 ゴミを拾う文化によって日本が
綺麗だと考えていた

あまりその文化について考えたことはな
かったので新たな観点

文1

1 3 日本がきれいなのは、みんなが
きれいにしようと努力している
こと

日本では学校で掃除を自分たちで行う習
慣があり、その経験を通して「使う場所
を自分で清潔に保つ」という意識が自然
に身につくため、社会全体でも公共の場
をきれいに保つ文化が根づいているから

文1

1 3 日本の社会的に一人一人が貢献
していることを記事に書いてい
た。

実際の日本人では、見て見ぬふりをする
人もいるのではないかと

法4

1 3 日本はみんなが努力しているか
ら日本がきれいであると思って
いるの

努力しないといけないと意識せずともで
きているのが日本人の特徴なのではない
か

法2

1 3 日本は綺麗だと語っていた 外国人が言うほど日本は綺麗ではない 社1
1 3 目の前でごみを拾った男性の行

動に感動し、あたかも全ての日
本人の特性として社会的な責任
感の高さを主張していた

全ての日本人がそのような特性を持って
いるというのは早上がりな考えで、日本
でも執筆者が目撃した男性の行動は頻繁
にあるものではない

社3

4 2 自国の文化と違いそのアナウン
スの親切さに気づけたの

そのアナウンスが日頃から聴いているの
で当たり前

社1

4 2 日本ではアナウンスがたくさん
流れてうるさいと思っていた

アナウンスに着目したことがなく、アナ
ウンスがない国からするとうるさく感じ
るの

社3

4 3 アナウンスの多さ、大きさに違
和感を感じていた

目に見えるものによって国と国の文化の
違いを感じると思っていたので、聞こえ
るものからも文化の違いを感じる

文1

4 3 違いの良さを理解し、より日本
文化に興味を持っていたの

同じように理解できるか、自信がないこ
と

社1

4 3 日本のアナウンスの多さに違和
感を感じた

日本はみんなのことを考えているから 社1

4 3 日本の高頻度のアナウンスに驚
いていた日本への留学生のアゼ
ルバイジャン人

その人のように新たな文化を知ってみ
る、触れてみるということを面白いと感
じる姿勢が人生で役立つもの

文1

5 1 ダバディ・サンバルダン 言われてみると、日本人は無意識に、静
かにするべき場所、騒いでも大丈夫な場
所のバランスを考えているなと改めてき
ずかされた

文1

5 1 日本の文化と外国の文化を比較
してそれぞれの良さを感じてい
る
日本人の「静かさ」を完全に
「尊敬」の気持ちと解釈してい
る

日本人の「静かさ」は、「尊敬」の気持
ちという「そんな高尚なもの」ではな
い。もちろん「尊敬」「尊重」の気持ち
が全くない訳ではないが、日本人にとっ
ては単なる習慣だからそうしている部分
も大きい
日本人一人一人が「尊敬」の気持ちを意
識しているというより、「周りがみんな
静かだから」のほうが日本人的な理由と
してしっくりくる

社2

5 2 「日本の静けさの文化は、他人
への思いやりから生まれてい
る」と伝えたかった。

静かであること自体が目的化してしま
い、人の多様な感じ方や表現が抑えられ
ることもあるの

文1

5 2 公共の場において、日本人が静
かにしたりする習慣と、楽しい
おしゃべりができるネパールの
習慣どちらにも良さがあるとい
うことを実感できれば、優しさ
と温かさのバランスが取れる

国とかによって異なる習慣があることを
実感することはとても大切ではある上
で、今いる国の習慣に合わせるのも大切

法1

5 2 日本人の公共施設での静かさに
少し寂しさを感じていたの

日本の公共施設の静かさが快適に感じ、
むしろ海外のように賑やかだと逆に落ち
着かないと感じるの

法1

5 3 30歳のネパール人（留学生） 外国人労働者 文1
6 1 タイ出身の大学生 日常の小さなことから気づきや考えを出

すことができる人
文1

6 1 タイ生まれということもあり野
菜が多く脂の少ない食事をして
きた。

正直にいうと野菜はそこまで学食に必要
なものではなくどんぶりや揚げ物などの
手に取りやすかお腹に溜まる食べ物の需
要が学食ではあると感じた。

文3

6 1 安いので毎日昼ごはんを学食で
食べていて、学食のメニューに
キャベツくらいしか野菜がない
と言っていた。

最近の物価高騰で色々な種類の野菜を多
く使うことと学食で安く食事すること両
方を求めるのは難しい

法1

6 1 学食での栄養バランスを気にし
ている

学食での栄養バランスを気にするため、
自身で足りない栄養を用意していくよう
にしなければならないの

社2

6 1 学食のメニューにもっと野菜を
増やすべきだと考えている

学生が気軽に健康的な食事を選べるよう
に値段や味の工夫も必要

文1

6 1 学食の栄養バランスの偏りを気
にしていた

学食メニューの栄養バランスの偏りが気
になったことはなかった

国1

6 1 学食の揚げ物が多いことに対し
て疑問と不満を持っていた

小鉢などでは野菜がメインのものがほと
んどであり、なぜそれを食べないのかが
疑問

国3

6 1 学生の健康のためにバランスの
取れた食事に、メニューを変更
するべきだと考えている

学食のメニューが嫌なら、30代なのだ
し自分でお弁当を作って持っていけばい
いのではないか

文1

6 1 健康増進のためにも、野菜や果
物をメニューに増やすべきだ
と、食堂側の否を主張してい
た。

そもそも大学生が、自分の健康状態にあ
まり気を使っていないと思った。

社1

6 1 自分の思い描く和食のイメージ
との乖離や出身国との違いから
意見していた

実家の料理との比較で考えていたため、
視点が違っている

文2

6 1 若い人の健康はとても重要であ
り、学生の健康のために食堂で
は、もっとバランスの取れたメ
ニューを出すべきと考えてお
り、実現できていないのは安価
でないからという考え

たしかに、食堂では、もっとバランスの
取れたメニューを出すべきと考えている
が、安価でそう言ったものを提供できる
からこそ学食の価値があるの

社3

6 1 食堂に揚げ物が多く、野菜を増
やして欲しいと思っていた

食堂のメニューに不安があるならば、自
炊にも挑戦すれば良い

法1

6 1 新鮮な野菜がキャベツしかない
と言っていた

小鉢でキャベツ以外の野菜も摂取するこ
とができる

社1

6 1 新聞にまで意見を投稿できるよ
うな行動力がある人

それに疑問を抱きつつも仕方ないと受け
入れ、行動に移そうともしない

法4

6 1 大学の学食の話をしていたが 下宿生と実家生でも一日の野菜摂取量が
異なる

法1

6 1 日本の学食は、野菜不足や油の
多い料理が多いことを問題視し
ている。

確かにこの記事の内容に凄く共感できる
部分があるが、対策することは出来る問
題

文2

6 1 日本の食を和食だと捉えていた
の

すべての日本食は和食ではないの 法1

6 1 日本食があまり野菜を使わなく
なっているという考えだった
が、

食事の国際化により、アメリカンなジャ
ンクフードや、パスタ、ラーメンなどの
麺類の種類が普及したことが起こした問
題

法2

6 1 日本食はもはや健康食ではなく
なってきていて、もっと野菜な
どを多く含んだ食べ物の提供を
すべきだと考えていた。

今の日本食、学食に揚げ物や油物が多
く、積極的に野菜を取ることが少なくな
っているのはその通りだと感じ、自分も
野菜をより取るべきだと感じました。

法2

6 1 日本人は和食などのヘルシーな
食事を好むの

日本の学生に人気のあるメニューが揚げ
物なの

社3

6 1 野菜が少ないと思っていた それが普通だと思っていた 文1
6 1 野菜の少なさに嘆いている 野菜の少なさだけでなく揚げ物が多すぎ

ることも問題
文1

6 2 日本の学食は野菜が少ないし野
菜料理導入すべきという主張

そもそもそれは需要が薄いからで、日本
人は野菜をあまり摂っていないのでは、
そもそもの野菜摂取の意識が薄いのが問
題

社3

6 2 日本の食堂にあるものだから、
並んであるものはすべて「和
食」だと思ったの

日本の食堂にあるからといってそこにあ
るものがすべて和食というわけではな
く、また和食を誇る日本の食堂にも、和
食以外のジャンキーな食べ物もあるの

文1

6 2 日本の料理が健康的だという世
界的な評価と実際自分が目にし
た不健康な食堂メニューや野菜
や果物を買うことが難しい現実
に矛盾を感じ、日本の食文化は
果たして本当に健康的なのか
と、素朴な観点から疑問を投げ
かけている。

確かに昨今の日本は野菜や果物が高騰
し、栄養バランスの良い食事を摂ること
が難しくなっており、それは解決すべき
課題だと私自身も感じている。実際今進
学のために一人暮らしをしているが、生
鮮コーナーの値札を見るたびに野菜へ向
かう手が引ける。火曜市の大特価にどれ
だけ助けられたか。
しかし一つ思うのは、国には国ごとの食
事情、つまりは食文化がある。多文化共
生が進む社会において、他国の文化に対
して自国の基準から批判をするという行
為は、それがどんなに的を得た内容だっ
たとしても、慎重に行うべきことではな
いだろうか。
例えばイギリスの主食はパンだが、それ
に対して私たちが「小麦粉は消化不良や
肥満を引き起こすから体に悪いのになぜ
イギリスはパンばかりなのか。もっとお
米を増やすべき。」と投げかけること
は、果たして適切な行為なのだろうか。
声高に発する前に、そこに絡む気候や土
壌の問題やイギリスの食文化を考慮する
ことはできないだろうか。何百年とパン
に親しんできた人々に対して「不健康
だ」と主張すれば、その社会の健康問題
は解決するのだろうか。
疑問に思うこと、問題だと思うことがあ
ったとき、それを批判するだけでなく、
なぜそのような問題が起きるのか知ろう
とする姿勢を忘れてしまったら、その言
葉によって誰かの大切なものを踏み躙っ
てしまうかもしれない。それは言葉をぶ
つけられた人間にとっても、ぶつけてし
まった人間にとっても悲しいことだと思
う。見つけた課題に対する探究心を持つ
ことはフィールドワークにおける重要な
要素だが、そうでなくたって私たちはい
つでも、自分と違う誰かを慮る気持ちを
忘れてはいけない

文2

6 2 日本へ留学に来たタイ人の学生
が学食の中で揚げ物が多くて、
野菜を使った料理が少ないので
もっとバランスの取れた食事を
増やすべきと述べていたの

それ以上に今日本への留学生が増えてい
る中で、もっと宗教やベジタリアンのこ
とを配慮の必要性を説くことへつながる
問題でもあるの

文1

6 2 揚げ物が多すぎて困っている 全く困らない、そういうもの 文1
6 2 留学生で、食堂では野菜が不足

していて脂っこい物が多いの
立命館の衣笠農園サークルに入れば解決 文1

6 3 学食に野菜が少ないことが課題
であるという意見であった。

学食で野菜のメニューを増やしても、そ
れ以外の揚げ物などを選ぶ生徒が多く、
結果的に食品ロスを引き起こすのではな
いか。

社1

6 3 毎日学食を利用するタイ人留学
生

あまりそういったことに対して普段の生
活の中では何も感じていなかった

文1

6 3 揚げ物が多く野菜が少ないメニ
ューが提供されることで学生の
健康に良くない考えていた。

野菜をメインとするメニューは少ないが
サイドメニューとして野菜を使用したメ
ニューがあるため学生の健康にさほど影
響しないメニュー

文1

6 3 留学生の中には日本人のあたり
まえとは違うものを持っている
ことを主張していたの

留学生を支援するというよりかは日本人
の国際化を進めるべき

法2

6 　 学生のお腹が満たされることよ
り栄養バランスを重視している
の

活動量を考慮してボリュームを優先する
べき

社2

6 　 食堂を毎日通うことで、和食は
揚げ物が多いと思っていた

食堂＝日本食、和食ではなく、食堂は日
本食だけではない。揚げ物が必ずしも、
日本食ではない。

文1

(4)記事の読み解きを通して学んだこと、特に模範的な市民として生きていく上で自分ができることは？

（100字程度を目安として記してみましょう。できることだけでなく、高い倫理観のもとで「あえて
しないこと」などに触れていただいても構いません。）

1. ごみ（15人中15人記述）
1. この話を聞いて、私も小さな行動の大切さを改めて感じた。私自身も、道端でごみを見つけたら拾う
ようにしたり、イベントのあとに自分のまわりを片づけたりするなど、身近な場所から行動を起こした
い。そうした積み重ねが、周囲に良い影響を与え、より気持ちのよい社会をつくることにつながると感
じている。（文1）
2. ゴミが近くに落ちていれば、知らないふりをするのではなく自分で拾い、綺麗にしていくことが大切
だと考えた。自分自身ゴミが落ちていても普段は拾わなかったが、この記事を読んで地球上に住む全員
が意識しなければならないと思った。（社1）
3. ごみが散乱している国では、治安が悪く環境への悪影響につながるだけでなく、景観が悪くなること
で観光客が減少したりなど経済への影響をももたらしかねないことを学んだ。模範的な市民として生き
ていく上でごみを持ち帰る習慣をつけることや、自分も地域の一員であるという意識を常に持つことが
自分にできることだと思う。（文1）
4. ゴミ箱の周りにゴミが散らかってるなどの状況があれば、もちろんすぐにでも行動したいが、周りに
外国人や小さな子供がいる時にはその人の行動を少し観察してみたいなとも思った。（法1）
5. コンビニや自動販売機の横にあるゴミ箱などは既にいっぱいになってしまっていて、捨てられないな
と思ったことが何度もあった。自分が出来る範囲の模範的な行動となると、捨てるべきではないところ
に捨てないということが考えられる。（社1）
6. 私が思う自分ができることは、物事を少しでも良い方向に向けるように行動することです。記事のよ
うにゴミ箱が満杯で捨てることができず、自分が片づけることにはどうしても抵抗があったら店員さん
に声をかけるなど、悪い現状のまま放置しないということは誰にでもできるはずなので、私も行動する
努力をしたいと思います。（法2）
7. 私はこの記事を通して、模範的な市民として大切なのは「自分には関係ない」と思わずに、周囲のた
めに小さな行動を起こすことだと学んだ。ごみを拾うなどの行動を、誰かが見ていなくても自然にでき
る人になりたいと思った。（文1）
8. 私は喫煙者だが、周囲の人のように歩きタバコも吸い殻のポイ捨てもしない。これを今後も継続し、
友人が行なっていたら注意することも記事同様街を綺麗にする一歩になるのではないかと考えた。（文
4）
9. 自発的にゴミを拾う姿勢をみせることで周りもそれにつられてゴミを拾うようになること（文1）
10. 自分が模範的に生きていく上で大事だと思ったことは、家から出た瞬間からどこでも誰かに見られ
ている、参考にされていると意識して生きることだと思った。意識がけることは普段の自分を客観的に
反省する機会も生まれると考えている。（法2）
11. 自分はそこまでボランティア精神を持って生きていた訳では無いが、セルフでごみを片付ける店に
行った時、汚れていると気になってしまう部分もあるので、積極的にとは行かないが、自分のできる範
囲でゴミ問題を解決できる人になろうと考えた。（法4）
12. 人を変えるのは難しいが自分を変えることは容易にできるのであえて人にはゴミを捨てろなどを言
わずに一緒にいる時にさりげなく行動を見せて周りの人へ広げて行きたいと思っています。（法1）
13. 男性のような少し勇気のいる行動でも、誰かがそれによって己の行動を見直したり改善したりする
きっかけになるのならば、周りの視線を気にしすぎずに自分が「良い」と思う行動をすることが大事で
ある。また、それは自分にもできることであると考えた。（社3）
14. 日本という地に住む住人として、やはり治安的な問題やその場の衛生状況も悪くなってしまったら
不快な気持ちになってしまうとは思うが、自分から率先して何かをしようと行動に移せるかと言われる
と難しいなとは感じた。（文1）
15. 模範的市民として生きるためには、ごみをポイ捨てする側の、乱す人間ではなく、拾う人間、環境
を整える人間になる必要がある。積極的な呼びかけでなくとも、模範となる行動を行えば真似られると
思う。（文1）

4. アナウンス（6人中6人記述）
1. 記事の執筆者は、はじめはアナウンスに対してマイナスな印象を持っていたが、老若男女の地域住民
や自分自身がアナウンスに助けられていると感じ、様々な国によってやり方は異なることを学んでい
た。私も、多様な文化を受け入れ視野を広げていきたいと思った。（社3）
2. 困っている人がいたら積極的に声をかけてあげるということ。また、そういう気づきがあることから
日頃自分達が何気なく過ごしている場所でも色々なことに耳を傾け、目を凝らしさまざまな人の優しさ
に気づいていきたい。（社1）
3. 自分の地域に根付いている文化が、他地域ではまったく新しいものであるということはよくある。自
身の地域の文化を何も知らない人が訪れたときには、その慣習を学んでもらえるようにしたい。また、
自身が訪れた場合も積極的に文化を理解するべきだと学んだ。（文1）
4. 当初はアゼルバイジャンの文化と異なるという点で困っていた留学生が、日本の文化の意味を理解
し、良さに気付けていた。このように、私も異なる文化を拒絶するのではなくなぜそのようになってい
るのか、意味を考えていこうと思った。（社1）
5. 文化の違いを感じることは外国に行けば当たり前かも知らないけれど、言語の違い、風景の違い、食
べ物の違いのように大きな違い以外にもアナウンスの多さ、大きさのように小さい違いだけで文化の違
いを感じることを学びました。（文1）
6. 模範的な市民として生きていく上で日本のルールをしっかり理解することが大事だと思う。アナウン
スのこと、ゴミ問題であったり日本人としての自覚を持ち、留学生が思う疑問に関心を持ち、比較して
いくことが大切だと思う。（社1）

5. 静けさ（6人中6人記述）
1. この記事を通して、静けさは単に音を立てないという行為ではなく、他者を思いやる心の表れである
と学んだ。模範的な市民として生きるためには、自分の快適さだけでなく、周囲の人々が安心できる環
境を意識することが大切だと考える。また、思いやりを「押しつけ」にしないことも重要である。沈黙
を選ぶ場面もあれば、勇気をもって声をかける場面もある。状況に応じて柔軟に行動する姿勢を大切に
していきたい。（文1）
2. それぞれに文化や習慣があるのは仕方のないことだから、外国人が何か日本の慣習や文化に著しく外
れたことをしていたら、「見て見ぬフリ」ではなく、指摘することが大事だと感じた。その“指摘の仕
方”も、感情や不快感をぶつけるのではなく、ちゃんと「伝える」、「伝わる」ための“指摘”をする。
「this is not Japanese culture」のように英語などで。そうやって、1人が1人が対話することで、落
とし所を見つける。（社2）
3. 記事の読み解きを通じてまずは他人と私の違いを認識し、他人の立場を尊重し、他人の意見を大切に
しなければならないことを学びました。また、出来る限り他人を配慮し、自分ができる最善を尽くして
社会に風潮や雰囲気の変化に寄与することこそ模範的な市民として生きていくことではないかと考えま
した。（文1）
4. 公共の場で日本人が静かなのは、他の人への思いやりがあるからだと書かれていたけれど、私は正直
バスや電車で喋りたいことがあったら大きめな声で喋ってしまっていたので、他の人への思いやりを常
に持ちながら、友人とかと公共交通機関に楽しく乗るようにしたい。（法1）
5. 私たちにできることは雰囲気作りだとかんじました。やはり、文化的背景の違いを取り払うことは難
しいですし、その場所がどのような場所であるかを決めるのはそこにいる人間たちが作って言っている
と思うので、雰囲気作りが大切だと思いました。（文1）
6. 私は、特に日本のような一民族が総人口のほとんどを占めるような国では、自国の当たり前を疑って
みる姿勢が大切だと学んだ。思いやりの押し売りは時に人を困らせるという意識を持って、相手の立場
を想像しながら言動をしたいと思う。（法1）

6. 学食（34人記述）
1. このような問題に対し、目先のことを問題とするのではなくしっかり社会や文化を踏まえて俯瞰して
考えていくべきだと思った。日本人の根の問題を解析し、そこからなら自分ならその意識をどう変えて
いくか、そのヒントを日常から探してそれを解決の一助と考えていくべきだと思った。（社3）
2. この記事を読み解いて学んだことは、日常の中で見過ごされがちな「食」の重要性です。大学の食堂
に野菜が少ない問題から、健康的な食生活の大切さを学びました。模範的な市民として、まず自分が栄
養バランスを意識し、周囲にもその重要性を伝えることで、社会全体の意識向上に貢献できると感じま
した。（社1）
3. この記事を読んで、立命館大では留学生を多く受け入れているのに対し、食の充実度が足りないと感
じた。また、日本人の目線でも、健康面が心配になるようなバランスの学食が多いと感じた。（法2）
4. できることとしては、学食に関するアンケートなどに積極的に参加し、アンケートを広めることで意
見が届くようにすること。そして、立命館であれば、小鉢があるため、小鉢を中心に選らすこと。（社
2）
5. 何かを問題点だと感じた際にしっかりと声を上げることができる市民。／ただそこに理由づけや根拠
を持つことを前提とし、社会のためになるような意見を提案することとする。／自分のエゴによる発言
は控え、社会の利益を考える。（文1）
6. 海外の人から見た日本文化というものを見てみることで、新たな問題に気づくことができるのではな
いかと思ったり。模範的な市民として生きていく上で自分にできることは、日本人の国民性的に問題を
大きくしすぎないことが模範的な市民に求められていることであり、自分にできることだと考える。
（法4）
7. 外国人と日本人とで様々な事柄について共通の認識を持っていると決めつけず、お互いが違った認識
をしているかもしれないと常に考え、外国人がその認識の違いに困ってきたら率先して手伝ったり寄り
添ったりすることが挙げられると考えた。（法1）
8. 外国人のなかには日本の文化を求めて日本に訪れる人がたくさんいる。日本の文化というと、和食・
神社仏閣・アニメ・伝統芸能だけでなく、真面目な人が多い・親切・ゴミが落ちておらず清潔などとい
う氷魚t人の性質や社会の規範なども人の文化と捉えらえれる。それら日本の文化を外国人ががっかりす
ることなく享受できる日本にしたいと考える。例えば、神社仏閣ではマナーを守る・ゴミを拾うなど
だ。（文1）
9. 学食のメニューが偏っていると感じたときは、まず意見箱やアンケートを通じて丁寧に要望を伝える
ことが大切です。栄養面や多様な嗜好への配慮を具体的に示し、学生全体の健康や満足度向上を目的と
して提案すれば、建設的な改善につながります。（国1）
10. 学食は、学生の要望を運営に届けることができる制度があるため、メッセージボックスなどを通し
て、感じているところを運営に伝えるべきだと考えた。また、食事は人によって好みや文化が違うた
め、様々なルーツを持つ人が訪れる学食では選択肢が多い方が良いと考えた。（社3）
11. 記事の読み解きを通して、私にはない視点を知ることができて面白かった。一つの記事でいくつも
の問題点が見つかるのが楽しかった。特に、最後に発表してくれたチームの立命館の食堂から派生し
て、国際化されてないという問題を取りあげる話は面白かった。声を聴き、声をあげることが問題解決
の糸口（文1）
12. 記事の読み解きを通して食は互いの文化を理解するためにはとても必要なことだと思った。食は全
ての人が関わることだから広く視野を持ち、異なる文化に対しての思いやりや配慮が必要だと思った。
（文1）
13. 元々、最近グローバル化と言われ始めたのがあって、留学生に対する体制が十分に整っていないと
思った。 出てくる問題が逆に、このように少数であり、もはやいい所が出ているところから、日本は留
学生に対して優しいと思った（文1）
14. 高校では学食ではなくお弁当だったこともあり野菜の量について気にしたことがなかったが、意識
して学食を食べると本当に野菜が少なく、これからは野菜を採ろうと思った。また、学食だけでなく日
頃の食事でもサラダを追加しようと思う。（社1）
15. 今回の米の話など、外国人が主張しても、日本の経済の問題であるなどの、どうしようもないこと
もあると思うので、そこを理解してもらうことや、より良い生活を送ってもらうために代わりになる提
案をすることができると思う。（法2）
16. 私が提案したものとしては、意見箱や交渉を行うと言うことであった。実現したいのであれば、意
見を言うこと、発信することが大切であるというように思った。また、人の意見として野菜を寄付する
ということがあがったが、自分のできる範囲でまずは動いてみるということもできることであると考え
た。（社3）
17. 私はこの記事を通して、今まで何気なく食べていた学食が「確かに野菜が少ないなー」とも感じま
したし、「油を使った料理が多い」とも気づくことが出来ました。野菜不足や油の多量摂取は身体に凄
く悪いので、衣笠キャンパスの食堂にある目安箱などを使用して、意見を述べようと思いました。（文
2）
18. 私は大学の学食は揚げ物が多く、野菜や果物が少ないという外国との違いがあり、それは宗教やベ
ジタリアンで特定の物が食べられない人が困ることにもつながるということを学んだ。外国の学食を調
べて日本でも取り入れられることをアンケートなどで学食側に提案することができると考えられる。
（文2）
19. 私は野菜が嫌いなので友達でその留学生がいたらあげようと思います。人々は助け合いで生きてい
ると思うし、需要と供給で成り立っていると思います。その為、自身の野菜を食べてもらうことで留学
生は野菜が取れる、フードロスが減るという一石二鳥になると感じます。（文1）
20. 自分の行動が誰かに見られて恥ずかしいものではないかを考えたり、自分に関係のない出来事を見
てみぬふりをするのではなく、自分が住む街の、自分に関わることだと考えたりして生活すること。私
もゴミが落ちていたら拾おうと思う。（文1）
21. 実際、日本の食事は海外の様々な美味しいファーストフードやイタリア料理などの影響を自分達の
食生活にも強く受けているなと感じ、日本本来の健康的な日本食ではなくなっているため、野菜をより
取り入れて、かつ多くの人に受け入れてもらえる料理が必要だと思いました。（法2）
22. 情報のすべてに対して鵜呑みにするのではなくて、複数の視点と実際の経験を通じて物事の価値観
を理解すること。すると、一つの情報から様々な理解をし、自分の意見をもつことができる。（法1）
23. 食一つとっても、様々な背景を持つ人がいるのだとわかった。誰でも、食を楽しむことができるよ
うに対応できる状態を作っておく必要がある。／私は、「野菜を食べるようにすること」、「サークル
（農業サークル）で作った野菜を食堂に寄付することができる。（社1）
24. 食生活は自分の健康だけでなく、社会全体にも関わると感じた。今後は値段や量だけで選ばず、でき
るだけ野菜が多いものを選ぶように意識したいと思う。（文1）
25. 正直、私のような学生がこうした問題に直接的に関与することは難しいと思うが、学生（特に留学
生）にアンケートを実施する。その中で、今の学食メニューに関してどう思うかを質問し、彼らの意見
や提案を政府や教育機関に提出し、学食メニューを改善する。（文1）
26. 他の国の人は野菜や果物を食べる文化があると日本の習慣に適応するのが難しいこともあると知れ
た。食堂に野菜を増やしたメニューを作ることを提案することができると思う。しかし価格は上がると
思うので元のメニューを残すようにすることができると思う。（法1）
27. 多種多様な意見について多角的な視点から問題と捉えることが重要だと感じた。例えば食堂に揚げ
物のメニューが多いことは私たちのグループは物価や食事バランスの問題だと感じたが、授業内での他
のグループの発表は｢食堂のメニューの多国籍化｣が問題と捉えた。このような多角的な問題意識が解決
に繋がるだろう。（法1）
28. 農家の皆さんに利益が還元されればより供給も回りやすくなると思うので、できるだけ農家直営な
どの商品を選ぶ。／自分と違う人、もっと言えば自分の「普通」を満たさない人間に出会った時、軽蔑
や義憤を感じる気持ちをあけすけにしない。（文2）
29. 普段の生活に異変はないかや、あるいは当然だと思っていても実際は大きな問題に繋がるようなこ
とに注目して生活していくことが重要だと思った。またそういったことに注目して生活していくことの
重要性をこの授業を通して学ぶことが出来た。（文1）
30. 模範的な市民として生きていくためには､多角的な視点を持つことが大切であると考える。この場合
では人と話し合うだけでなく、様々な文献などを比較することによって多角的な意見を取り入れていく
ことが出来るようになる。（社2）
31. 模範的な市民として生きていくにはは疑い、思考することであるとで考える。世の中のものや先人
の考えが全て正しいとは限らない。であるならば、疑いのまなざしを失わず自ら考えることが必要では
ないか。（文1）
32. 様々な感じ方があるのはもちろんだけど一つの意見に偏らずにすることが必要だと感じた。野菜を
食べたい人、そうでない人のどちらも存在しているのだからどちらにも融通の効くような社会が求めら
れると思う。（文3）
33. 留学生が学食で野菜不足に困る現状に対し、地域農家や企業と連携し、手頃な価格で多様な野菜を
提供する仕組みを作ることが重要である。食文化の違いを尊重し、誰もが健康的に食事を楽しめる環境
を社会全体で整えるべきだ。（文1）
34. 留学生に対して困っていることがあれば、自分のできる範囲でアドバイスをして助けたいと思いま
した。また、確かに果物や新鮮な野菜が高いという問題は自分も感じているので、業務スーパーなどの
冷凍野菜をおいしく調理する方法も教えてあげたいと思いました、（国3）

2．現代社会の問題とフィールドの場面との関連づけ

(1)ロールプレイ（状況をもとに、2～3分程度の会話を作って演じること）を通して他者の思いを想像す
ることについて（62人回答）

1. 無自覚な思い込みから解放されリアリティが追求できると思う。…13
2. 自分は不得意だが、リアリティを追求する効果的な手段と思う。…34
3. 演劇的手法に慣れた人の監修がないと観点や内容が偏ると思う。…3
4. 結局は第三者の想像力では本人が語る内容には及ばないと思う。…11
5. その他…1

【その他の具体的な内容】（9人記述）
1. 無自覚な思い込みから解放されリアリティが追求できると思う。（13人中3人記述）
1. ある程度の役割を決めるときらその役と自身の考えがどれだけ一致するかを確認する必要がある。そ
の場合アドリブなどがうまく行きやすいため（社3）
2. グループの中で野菜を育てるサークルに入るものが学食へ野菜を寄付すると話し、知らない・思いつ
かないような意見をふいに知ることができた。（社2）
3. ロールプレイをすることで新たな解決案が見つかった。（文1）

2. 自分は不得意だが、リアリティを追求する効果的な手段と思う。（34人中3人記述）
1. 自分ではあまり効果的に出来なかったが、グループの他のメンバーはロールプレイにより、より自分
の経験に落とし込むことができて、社会問題を考えることが出来た。（法4）
2. 実際にその人の立場になって考えることのできる機会であると思う。（社1）
3. 第三者の演技をすることで新しい視点を見つけることができた（文1）

3. 演劇的手法に慣れた人の監修がないと観点や内容が偏ると思う。（3人中1人記述）
1. 会話を作って演じてみても、自分たちの発想の範囲内での行動に制限されている感覚があった（法
2）

4. 結局は第三者の想像力では本人が語る内容には及ばないと思う。（11人中1人記述）
1. やはりその当事者でない以上、その当事者の考えや見解を完璧に共感することは容易ではないと思い
ました。（文1）

5. その他（1人中1人記述）
1. 4の内容に概ね共感していますが、自身の固定概念を疑って今の自分とは違う立場について考慮し受
け入れる努力によって少しでもリアリティを追求できると思っていますし、想像することそのものに意
味があると考えています。また種々の社会問題がどのように日常生活で露出しているのかを考える力を
養うために、リアリティを追求して演じてみるというプロセスは一つの有効打であると思います。た
だ、逆に言ってしまうと、多角的でフラットな視点や、問題点を抽出する力、それを台本に落とし込む
技術が不足していると、偏った結論（台本）を導き出したり、取り組むこと自体が高いハードルになり
実践が困難になるという危うさとも隣り合わせなのではないだろうかと愚考します。（文2）

(2)自分とは異なる立場の人のことを知るために最も重要と考えるものは？（62人回答）

1. 人と出会う…50
2. 本を読む…2
3. 旅に出る…10

3．あなたが今、一番気になっていることは？（62人記述）

(1)私の現代社会への問い(入力必須)（なぜ～なのか？）
(2)その問題はどこで発生している？（言い換えれば「どこにフィールドワークにいくと、自分の問い

が生じている場面に触れることができるか？」）

No. なぜ どこ 所属
1 (インバウンド、オーバーツーリズムの
観点から)観光に魅力を感じるのか

観光地(京都であれば寺社など) 法2

2 「思いやり」が「静けさ」など特定の形
でしか表現されにくい

この問題は、公共交通機関や学校、職
場など、日常生活のあらゆる場面で見
られると考える。それらの現場で「本
当の思いやりとは何か」を考え、観察
してみたい。

文1

3 「文化」は成立し、伝承されている 自分の周りの至る所 法1
4 AIなどが普及発展する中で、多くの人々
は自身の労働や仕事に人間ならではの価
値を見出せずに不安や危機感をもってい
る現状のようにみえる状態

AIによる自動化が実際に進んでいる現
場、反対に進んでいない現場

人間ならではの価値が見出せていそう
な職業の職場など

社3

5 SNSでの発言は、どこまで「自由」であ
るべき

学校や大学、裁判所など 社1

6 オーバーツーリズム 有名な観光地

京都では、金閣寺や清水寺など。

社1

7 オーバーツーリズムと言われている 京都の観光地や観光地近くのスーパ
ー、コンビニなどの施設、駐車場や駐
輪場、公道。

法1

8 オーバーツーリズム問題が生じてしまう
状態

大学に行くバスなどの交通機関 社2

9 お祭りや伝統工芸の担い手不足による伝
統の衰退。

高齢化が進んだ田舎など。 法1

10 お米が高いのか 米農地、スーパー 社1
11 カフェや図書館などの家以外の場所で勉

強を行う人が増えている・多い

この勉強のできる場にどんな問題ある

図書館・カフェなど

学生や社会人

社2

12 ゴミのポイ捨てが多い 外国人観光客が多い観光名所 社1
13 どの職業の業界も「人手不足」 特に人手不足な業界の職場と、逆に人

手が足りている業界(あれば)の職場
文1

14 フルーツがこんなに高いのか 近くのスーパー 文1
15 みんなに愛されていた京都の錦市場は現

地人の使わないぼったくり市場になって
しまった

錦市場や大阪の黒門市場、金沢の近江
町市場など。

社3

16 闇バイトがおおく存在している現状 大学生など正規雇用の人に比べて生活
が不安定な人に多い

文1

17 移民や大量の外国人旅行客に対して不安
感を抱いてしまう

民泊が集まっている地域や観光地など 社3

18 外国人が増えているのに、外国人への差
別や偏見が無くならない状態

海外の人が働く店 文1

19 外国人の人すべてが悪いというような風
潮がネットなどで、ささやかれているの
か

外国人が多い場所 社1

20 外国人観光客がたくさん日本に訪れてく
れているのに、日本は国としての赤字が
物凄くあるもの

どこで発生しているのか、正直分から
ないです。だからこそどこで起こって
いるのか知りたいと思っております。

文2

21 外国人観光客に対して、排斥する運動が
近年増加している

観光地など 法2

22 外国人観光客の影響で日本人が苦しまな
くてはならないのか

日本の観光地など 法1

23 外国人労働者を制度が整ってない中で受
け入れ数を増やしていくことは大丈夫な
のか

雇っている人たちのところ、その人た
ちが住んでいる周辺地域、役所

法2

24 環境問題の深刻さを知っていても、行動
する人が少ない

観光地や駅前、公園など人が多いとこ
ろ。地域の清掃活動

文1

25 観光客と通勤通学の電車を分けないもの 京都駅や京都市内の駅の駅長室や近
鉄、JR本社

文1

26 観光客は特定の観光地に密集する心理 　 社3
27 観光地では観光客の増加が地域住民の生

活に悪い影響を与えているのか
観光地 文1

28 観光地の中で訪れる側と迎える側がとも
に幸せになれる観光とはあるもの

人が集中しやすい観光地では環境汚染
や交通上の問題などは絶えないと思
う。

文1

29 京都では、観光の発展が地域の暮らしの
不便さや環境問題を生み出してしまうの
か

祇園や嵐山、清水寺周辺など、観光客
が集中する地域。観光のにぎわいの裏
で、交通渋滞・ごみ問題・騒音などが
地元住民の生活に影響している。現地
で人々の声を聞いたり、観光客と地域
住民の行動を観察したりすることで課
題の実態を知ることができる。

文1

30 京都にはインドカレー屋が多い 京都府内 社1
31 京都には古い文化が残り続けてるのか 能とかをしている人舞妓さん、観光客

ではなくて着物を着ている人に話を聞
く。

法1

32 京都の道幅は狭いのか 住宅街 文3
33 京都はオーバーツーリズムなのに対策さ

れないまま
四条河原町、錦通りなど 文4

34 京都市のバスは人であふれているのか 通学時に、バスに乗る 社1
35 極論がはびこるのか 特定しきれないほど多くで 文1
36 現在、私たちの社会の中で起きている社

会問題を解決する中で、私たちが個人と
してできることは？

社会的な雰囲気や直接肌を通して感じ
たこと、記事による情報収集。

文1

37 交通渋滞が改善しない場所がありその原
因は何

交通量の多い大通り　交通を管理して
いる役所

文1

38 公共の場でのマナー（ポイ捨て・騒音・
順番を守らないなど）が守られない人が
いるのだろうか？

駅、バス停、観光地など、人が多く集
まる場所で観察すると、マナー意識の
違いが見られる。

文1

39 今の日本は物価高 スーパーや商店、飲食店 文1
40 最近、排外主義が広まっているのか？ SNSなどでの投稿 法1
41 最近の人々から戦争への危機感を強く感

じることが出来ない
日本中の大学など若者が集中している
場所

文1

42 最近は日本人対外国人の構図ができ、メ
ディアもそれを促しているのか。また、
なぜ最近は犯罪が起きるとまず外国人だ
と疑う日本人が増えた

観光地で、オーバーツーリズムにより
日常生活が迫害されている場面。

社3

43 初等教育の質の低下 小学校 文1
44 女子大生や女子高校生の間でもパパ活が

流行っており、パパを持っていることが
ステータスだと考えてしまう子が増えて
いる

SNSメインだと思います。ただ高級ブ
ランドが流行っていることが原因の一
つだとも考えられる。

国3

45 少数の意見を尊重し、大多数を困らせる
事案が発生している

イスラム教生徒への給食配慮や、
LGBTQの方のために温泉やその他の場
所で心を男女の判断基準とするなど(詳
しくないので間違っていたら申し訳な
いです)

文1

46 食堂の食料の配分は適量 大学の食堂 法1
47 真面目に働いても生活が苦しい人がいる バイト先や職場。働いている人たちの

話を聞くと、立場や環境によって見え
てくる問題が違うことが分かると考え
る。

文1

48 人は人と関わるのか 人と人の間 文1
49 戦争はなくならない 紛争地　首脳会談の見学　宗教施設　

エルサレム　軍事国家　日本の政治の
場　

社2

50 痩せている方がかわいい SNS 社3
51 地域によって、ゴミが多いところと少な

いところがあるのか？
心斎橋やアメ村はゴミが多い 社1

52 地域交流が減っている現状 自治会や町内会の集まりなど 法4
53 伝統文化が少なくなってきている 京都のお寺や歴史的価値があるものが

ある場所
法1

54 日本では、宗教上の制限や菜食主義の
人々への配慮が他国と比べてあまりない

立命館大学の留学生向けの寮の食堂の
メニューはどのようになっているのか

文1

55 日本の学校教育における英語はあんなに
も非実用的

学校？文部科学省？ 法4

56 日本はうつ病や精神的不調への理解や受
容が不足している状態

心療内科やメンタルクリニックなど治
療の現場、人格形成の主要な場である
教育の現場、そのような人々の生活を
支える福祉の現場

文2

57 日本人は遠慮してしまう 観光地など、海外の人も日本人の人も
たくさんいる複雑な環境で人間を観察
することが大切だと思います。

文1

58 物価が高騰しているのか 農家さん 国1
59 米の高騰が進んでいるのか 全国の農家 法2
60 夜になると交通ルールを守らない人が多

いのか
夜の街 法2

61 留学生の多くが野菜の少なさに困ってい
るのか。宗教的な問題も絡んでくる

食堂、留学生の寮 文1

62 諒有館はほかの学食に比べて混んでいる 諒友館と存心館と以学館 文2

４．その他、感想や質問があれば自由に記入してください。（9人記述）

感想（共有を希望した5人）

1. この記事を通して、「静けさ＝日本人の美徳」とされる背景にある他者を思う心を再認識した。しか
し、その思いやりの形が一面的になると、かえって他者を排除することもあるのではないかと感じた。
（文1／石崎 洋吏さん）
2. これからもナイトスクープたくさん見せてください！（文1）
3. デスクワークで考えることの難しさを感じた。やはり実際の現場に行っていれば、五感で感じながら
考えれば、もっと気づけることがあるのではないかと思い、若干のもどかしさを感じた。（社2）
4. 一回目よりも深い議論ができてよかった。（文1）
5. 今回のグループワークでは、日本（というか立命館食堂）の、多文化への配慮の遅れが見られる一面
に対して熱心に疑問を投げかけるメンバーの他人を気遣う一面や、他のメンバーの、タイと日本の食文
化の違いについて経済面での違いなどをさらりと指摘する冷静さを知れて、グループに対して前向きな
気持ちが大きくなり嬉しかったです。（文2）

質問

今回は特に寄せられませんでした

山口 洋典 2025-10-14 12:39    0
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対人援助学マガジン63号　第17巻3号「PBLの風と土：(35)隣で＜これ何ですかね…＞と言ってたら」

れは、アレだな」（高橋, 2022）で、「気になっ
た『これ』に似ている『アレ』を森羅万象の中か
ら探し出す」（p.219）という楽しみを綴ってい
る。それは「これ」が何であるかの答えを摑むよ
り、別の「アレ」との関係を探りながら問いを深
めていくプロセスが「世界を豊かにしてくれる」
（高橋, 2022, p.3）という姿勢である。 
　今回、冒頭で紹介した「これは、何の肉…」
のエピソードを環境教育を専門とする知人に話
したところ、「記号接地問題」と関連づけて捉
えてみてはどうかと助言をいただいた。「記号
接地問題」については、発達心理学者・今井む
つみと言語学者・秋田喜美の共著『言語の本
質』（2023）に平明な解説があり、そこでは
「身体感覚を経験につなげられていない（接地
していない）記号同士を操作して、言語の本当
の『意味』が学習できるのか、という問題」
（p.253）と整理されている 。さらに今井6

（2024）は、著書『学力喪失』で、生成系AIの

時代において「AIはどんな概念も『（人間に
とって）あたかも理解しているように思える答
えを出力している』だけで、『理解する』とい
う状態をもたない」（p.198）と述べる。これに
対し、人間は「個別の単語の意味を自分で推論
することで学びながら、同時に語彙についての
暗黙知である『スキーマ』を学び、身体化して
いく」（p.220）という。 
　すなわち、今回の実践で目指したのは、情報
を集めて正答を導く「知識型の学び」から、他
者や環境との関係性の中で意味を手繰り寄せる
「記号の接地を伴う学び」への転換である。こ
うした関係性の中で生まれる意味づけこそが、
市民性教育における経験の核心である。そこで
次回は、「これ」が何かをフィールドワークで
探るプロセスに浸る中で、どんな学びが得られ
るのか。令和6年能登半島地震から2年を、筆者
がどのように迎えたのかという事例を手がかり
に記してみたい。（gucci@fc.ritsumei.ac.jp） 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【注】

 この背景には、対象を捉える上では実体よりも身体との関係が鍵となる、という前提がある。この前提は、廣松渉（1982）1

による『存在と意味』（第1巻）の四肢構造論に拠っており、杉万（2013）の第6章で詳しい解説がなされている。
 全キャンパスで各クラス共通としている到達目標は次の3つである。(1)大学以外での学びを体験し、NPO等の組織マネジメ2

ントやリーダーシップなどへの関心が高まる。(2)現代社会の問題群に対する自らの関心を明らかにし、問題の当事者と解決の
担い手が誰か理解する。(3)今後自らが習得すべき専門分野を踏まえ、問題解決への接近にどのような学びが重要を見つけだ
す。なお、立命館大学におけるサービスラーニングセンターの取り組みについては山口ら（2025）を参照されたい。
 2012年は手法の開発時期ということもあり、筆者が進行役となって試行的に実施し、陸奥さんに大学で実施した際の受講生3

の反応や大規模人数での展開可能性などについてフィードバックした。
 ホスト校である宮城女子学院大学による報告記事「【日本語教員養成課程】「多文化共生社会」と「防災」をテーマに夏合4

宿を実施しました」が2025年8月22日に公開されている。（https://news.mgu.ac.jp/jl/news/5631.html）
 本連載第21回でも立命館大学教養C群科目「現代社会とボランティア」の2021年度GAクラスで受講生による自己評価の結5

果を紹介したが、今回も株式会社朝日ネットのmanabaの掲示板で受講生と共有した内容を、了解を得て掲載する。
 今井（2024）は「『記号接地』とは人工知能と認知科学における長年の未解決問題である」（p.196）という。この問題がど6

のように成立したかを参照するため、以下に引用を付す。「1990年にスティーブン・ハルナッドという認知科学者が、当時のAI
を批判して、記号接地問題（Symbol Grounding Problem）ということばでAIを特徴づけた。当時のAIは今と異なり、記号（こ
とば）を操作する記号アプローチが主流だった。記号の意味は人間が定義を与える。しかし、コンピュータはひとつひとつの記
号（ことば）の意味を他の言語で記述しなおしているだけで、コンピュータが意味をほんとうに理解しているわけではない。」
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